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細田家文書

1011002 細田家文書【　資料群： 】

法令

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

1

ロ-71 明和３・２ 1766 今度吟味之上申渡口上之事
（質素仰付置かれの儀）

庄屋　安右衛門
外村役人３人
村人６３人

藤森善兵衛 紙 松本藩からの６か条の仰渡しに村一
同連印、大庄屋元へ出した請書

イ-55 安永７・７ 1778 千國御番所
北国塩運上御請書帳

村々役人大庄屋（添
書）

御郡所 横帳  控運上金を差出し、塩を仲介者なく受
取る手続き等を記している。

ハ-15 安永７・１１ 1778 覚（塩御運上願候ニ付、従　御上様御
定被仰出候、御書付写）

真々部村
庄屋　當左衛門
下平瀬村
庄屋　源蔵

右村々 紙

ロ-73 文化８・１０ 1811 （虚無僧・浪人・旅僧・瞽女・座頭の
類、報謝、宿を借りる等は召捕召連出
べし）

紙  末尾に文化八辛未年十月写とあり。
布達書の写

リ-38 文久２・４ 1862 五人組帳・宗門帳序跋并御條目御請
書扣

成相組下鳥羽村
大庄屋　藤森善太夫

御奉行 縦帳 五人組定之事・宗門帳序文外

ヘ-74 年代不詳 ― 先達而申渡シ御書付写
（博奕并三笠附改写シ）

藤森善兵衛 村役人７人 横帳

制規

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

2

ル-8 文化１０・
１１

1813 倹約ニ付村方取定一札 五人組頭　直右衛門
外６人

庄屋　権右衛門
組頭　惣兵衛

横帳 藩の倹約令を村内へ周知し、遵守す
 ることを確認した。一部虫食い

幕政・藩政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

3 御用金2

ホ-61 安永６・５ 1777 成相組御頼金人別帳 横帳  安永５年１２月１７日松本大火

ル-2 文化３・６ 1806 下鳥羽高掛御用金人別割帳 横帳 高拾石ニ付丁銀七百三拾九匁

ホ-54 文化８・２・
２

1811 （同）御融通金割賦帳 下鳥羽村役元 横帳 高・人別割

ル-71 文化８・１１ 1811 未ノ十一月被仰附候御用金人別 成相組下鳥羽村
庄屋（以下虫食い）

横帳 文化８年に仰付られた御用金の負担
 人別虫食い多し。
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細田家文書

幕政・藩政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

3 御用金2

ホ-55 文化９・２・
１１

1812 （同）御融通金割賦帳 下鳥羽村役元 横帳 高・人別割

ホ-56 文化１０・
２・１０

1813 （同）御融通金割賦帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 高・人別割

ホ-57 文化１１・
２・１２

1814 （同）御融通金割賦帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 高・人別割

ホ-58 文化１２・
２・１２

1815 （同）御融通金割賦帳 庄屋　権右衛門 横帳 高・人別割

ホ-59 文化１３・
２・１２

1816 （同）御融通金割賦帳 庄屋　権右衛門 横帳 高・人別割

ホ-60 年代不詳 ― （袋）御融通金帳入 袋 文化

幕政・藩政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

3 郷夫等3

ロ-62 嘉永７・６ 1854 御仲間請状之事
（郷夫保証書）

成相組下鳥羽村
御仲間奉公人
甚三郎
受人　源兵衛外２人

当村御庄屋
細田安右衛門
与頭　什四郎

紙 新参郷夫に給金６両で召抱えられた
甚三郎が、御役所御条目の通り働き
ますという保証書

幕政・藩政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

3 その他4

ロ-52 正徳元・
１１

1711 乍恐御訴訟申上候口上書之事
（御用等仰付られ人夫之儀、屋丁十
三軒高割で御用多く難渋の件と不公
平の件につき訴訟）

成相組下鳥羽村
平右衛門
市之丞
惣百姓

高木定兵衛（熊倉） 紙

イ-53 安永５・１１ 1776 殿様御直筆ニ而御家中江被仰出候
御書付写

松本藩主光悌の記し
たもの

横帳 殿様の家督相続・條目を守ること・改
 革のこと等を記載虫食い

ル-4 寛政３・６ 1791 御代官所被仰出之写 横帳  代官所からの通達三件の写

ヌ-20 享和３・１１ 1803 冥加籾割帳　下鳥羽村 横半  惣３石８斗５升人数９７人

ル-3 文化９ 1812 信府筑摩郡
松本家中軒図之大略

権印 横帳 松本藩士の住居の所在地を町別に記
載
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細田家文書

幕政・藩政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

3 その他4

ロ-176 弘化２・１２ 1845 覚
（殿様御祝のため過怠金を許された藤
兵衛後家の請取証）

成相組下鳥羽村
藤兵衛後家
五人組頭　銀右衛門

村役場
庄屋　丸山七之丞　
同　細田安右衛門
与頭　惣左衛門
御役人衆中

紙  金３両銭５貫文右は先年私義不埒ニ
付、過怠金仰付られ候処、此度殿様
御祝ニ付役場ニ而右ノ通り御下ケ渡
シ下され候処、有難請取仕候、

ハ-40 明治４・１ 1871 奉願口上之覚（神葬祭改宗願書） 成相組下鳥羽村
願人名主
細田権十郎

松本藩御役所 紙 組頭　奥印

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 村役人1

ロ-212 享保１２・
１・２

1727 覚
（庄屋交替引継目録）

源治郎 権右衛門 紙 宗門帳・未進帳外

ヌ-30 宝暦６・８ 1756 庄屋替りニ付諸帳面引渡帳 藤左衛門 庄屋　安左衛門 横帳

チ-5 天明元・６・
２７

1781 下鳥羽村庄屋役代りニ付
諸帳面請取帳

下鳥羽村兼帯庄屋
三郎衛門
立會人　与頭　長百
姓

先役　安衛門 横帳   先役　安衛門後任　三郎衛門帳面２１
種、立会人３人中与頭兵衛門のみ？

ハ-31 天明元・８ 1781 役替諸帳面入 袋

ハ-32 宝暦６・９ 1756 （同）請合證文事（御役引替りニ付当
六、八切定納金の件）

請合　藤右衛門
与頭　勝右衛門

庄屋　安右衛門 紙

ハ-33 宝暦１２ 1762 （同）成相組下鳥羽村御差紙写帳 横帳

ハ-34 年代不詳 ― （同）諸色引渡覚帳（水帳・新切帳・見
取帳外引渡しの覚）

下鳥羽村　権右衛門 上鳥羽村　三郎兵衛 横帳 巳２月

ハ-35 年代不詳・
８・２１

― （同）先役取替品覚
（〆九貫六百二十四文　引方八口四
貫二十五文
引残五貫五百九十五文）

当役 先役 紙

ハ-36 年代不詳 ― （同）（斗〆十石四斗八升二合） 紙 丑

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 願書・書上帳等3

ヌ-18 明和元 1764 明和元年（人別石高） 紙 紙６枚
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 願書・書上帳等3

ヌ-10 明和２ 1765 （人別石高） 綴

ヌ-15 明和２ 1765 明和二年（人別石高） 綴

ヌ-17 明和２ 1765 （人別石高） 紙 紙４枚

ヌ-19 明和３ 1766 明和三年（人別石高帳） 綴

ハ-26 文化４・３ 1807 下鳥羽村郷鑑
御作方御役所へ差上候控

庄屋
高山冲次郎
組頭　長百姓４人

御作方御役所 縦帳

チ-27 文化６・３ 1809 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　高山沖治郎
与頭　権右衛門

横帳

チ-14 文化８・２ 1811 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛

横帳

チ-15 文化８ 1811 成相組下鳥羽村
堂寺家数持馬書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛

横帳   合計馬２１匹家数８６軒太子堂　日光
寺

チ-10 文化９・２ 1812 成相組下鳥羽村人別持高書上帳
扣

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛

横帳 一部破損

チ-17 文化１０・２ 1813 成相組下鳥羽村人別持高書上帳扣 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛

横帳 一部虫食い

チ-24 文化１１・２ 1814 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 横帳 一部破損

チ-7 文化１２・２ 1815 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛

横帳

チ-19 文化１３・
３・５

1816 子ノ御高分ケ人別改帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳

ト-1 天保８・４ 1837 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半 持馬数記入

チ-77 天保８～嘉
永５

1837 （願書留并諸事控帳） 庄屋　細田安右衛門
　　　丸山七之丞等

藤森善太夫等 横帳 天保８年（１８３７）～嘉永５年（１８５２）

ト-2 天保９・４ 1838 持高人別書上帳 成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門

横半
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 願書・書上帳等3

ト-3 天保１０・４ 1839 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋
細田安右衛門

横半 持馬数記入

ト-4 天保１１・２ 1840 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半 持馬数記入

ト-5 天保１２・４ 1841 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半 印あり。持馬数記入

ト-6 天保１３・４ 1842 成相組下鳥羽邑人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半

ト-7 天保１４・４ 1843 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-8 天保１５・４ 1844 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

リ-72 弘化２・１ 1845 高人別書上帳 九右衛門組 横帳 九右衛門組の人別持高の内訳を列記

ロ-23-2 弘化２・３ 1845 成相組下鳥羽村人別持高其外諸事
取調書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
同　丸山七之丞
外与頭・長百姓

藤森善兵衛 横帳 成相組大庄屋の藤森善兵衛に提出し
 た書上帳（たくさん添紙あり）

ト-9 弘化２・４ 1845 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門
控

横半  人別、印あり。持馬数記入

リ-71 弘化３・４・
１８

1846 成相組下鳥羽村
人別持高・其外諸事取調書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
同　丸山七之丞
外作世話役・長百姓・
与頭等４人

蜷川？藤
小林土岐之丞

横帳

ト-10 弘化３・４ 1846 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ヘ-7 弘化４・４ 1847 成相組下鳥羽邑人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門
庄屋・組頭２人

横半  一部破損人別・印あり。持馬数記入

ヘ-8 嘉永元・４ 1848 成相組下鳥羽村人別持高書上帳
（弘化五年、嘉永元年の表紙二枚）

庄屋　細田安右衛門
庄屋・与頭２人

横半 人別・印あり。持馬数記入

ヘ-9 嘉永２・４ 1849 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門
控　庄屋・与頭２人

横半 人別・印あり。持馬数記入

イ-45 嘉永３・３ 1850 成相組下鳥羽村村高家数人別書上
帳

庄屋　七之丞
　　　安右衛門
与頭　十四郎

縦帳 村高・家数・人別内訳を示している。
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 願書・書上帳等3

チ-63 嘉永３・４ 1850 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七之丞
同　細田安右衛門
与頭　十四郎

藤森善太夫 横帳  １１４人分列記合計４９１石９斗７升９合

チ-64 天保９・４ 1838 （同）成相組下鳥羽村堂寺家数持馬
書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七之丞
同断　細田安右衛門
与頭　惣左衛門

横帳 駒馬２１匹　家数８６軒　寺壱ケ所　堂
三ケ所

チ-62 嘉永４・４ 1851 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七之丞
同　細田安右衛門
与頭　什四郎

横帳  １１６人分列記合計４９１石９斗７升９合

リ-73 嘉永５・４ 1852 成相組下鳥羽邑人別持高書上帳控 庄屋　細田安右衛門 横帳  高５２８石９斗２升８合人別ごとに？あ
り。

チ-65 嘉永６・４ 1853 成相組下鳥羽村人別持高書上帳控 成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
与頭　十四郎

横帳  高５２８石９斗２升８合諸引３６石９斗４
  升９合残４９１石９斗７升９合１１７人

ヘ-32 嘉永７・１ 1854 軍役郷夫男役銭割帳 下鳥羽村役元 横帳 ２貫３６３文　１６７人割

ヘ-33 嘉永７・１ 1854 （同）軍役郷夫見舞出銭割帳 細田安右衛門 横帳 惣人数１６７人

ヘ-10 嘉永７・４ 1854 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半 人別・印あり。持馬数記入

ト-11 安政２・４ 1855 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半 持馬数記入

ヘ-11 安政３・４ 1856 成相組下鳥羽村人別持高控帳 下鳥羽村役元
庄屋　細田安右衛門

横半 人別、持馬数記入

ヘ-12 安政４・４ 1857 成相組下鳥羽村人別持高控帳 下鳥羽村役元 横半 人別・持馬・家数・寺堂数記入

ト-12 安政５・４ 1858 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-13 安政６・４ 1859 成相組下鳥羽村人別持書（高カ）書
上帳

庄屋　細田安右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-14 安政７・４ 1860 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田安右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-15 文久元・４ 1861 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田権右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 願書・書上帳等3

ト-16 文久２・２ 1862 成相組下鳥羽村人別持高書上帳 庄屋　細田権右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-17 文久３・１ 1863 成相組下鳥羽村人別持高書上控 庄屋　細田権右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-18 文久４・１ 1864 成相組下鳥羽村人別持高書上控 庄屋　細田権右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-26 慶応２・２ 1866 成相組下鳥羽村人別持高書上帳控 庄屋　細田権右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-28 慶応３・２ 1867 成相組下鳥羽村人別持高書上控 庄屋　細田権右衛門 横半  人別、印あり。持馬数記入

ヘ-35 慶応３・７ 1867 成相組下鳥羽村
人別銘細書上控帳（村鑑）

庄屋　細田権右衛門 横帳  家数１０９軒男２１３人、女２６４人、馬
 ３７匹外明細あり。

ヘ-36 慶応３・９・
２

1867 （同）三番成相組下鳥羽村
人別取調書上帳

入札人
細田権右衛門

後藤為之助外１人 横帳 惣人別〆１１０人

ト-27 慶応４・２ 1868 成相組下鳥羽村人別持高書上帳控 庄屋　細田権十郎 横半  人別、印あり。持馬数記入

ト-29 明治３ 1870 成相組下鳥羽村人別持高書上扣 名主
細田権十郎

横半  人別、印あり。持馬数記入追加添付
紙あり。

ヌ-16 年代不詳 ― （人別石高） 綴

ホ-66 年代不詳 ― 豊科町下鳥羽　細田次郎氏文書
（文化四年三月相認　御作方御役所
へ差上候控へ　下鳥羽村郷鑑　高山
冲次郎）

綴 孔版印刷

ト-31 年代不詳 ― （人別高・馬数等） 名主　丸山惣平
組頭
丸山左門　口而沢藤
江

筑摩縣御役所 罫紙 罫紙，綴，明治初年カ

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 村入用4

ト-40 宝暦７・６・
１

1757 下鳥羽村明神様御籾割渡シ帳 組頭　勝右衛門
庄屋　安右衛門

當村中 横帳  人別割渡し覚、末尾に請取記載一部
破損

ル-33 宝暦９・１１ 1759 下鳥羽村卯新堰水役堰代上堰水役
割帳

庄屋　組頭 横帳  堰水役個人高別割賦帳虫食い欠損
部あり。

ロ-21 宝暦１２・３ 1762 成相組下鳥羽村高面軒役割賦帳 横帳  軒役＝戸別割最終ページ、水呑面附
１１人あり。
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 村入用4

チ-37 宝暦１３・
１０

1763 未酒通書出し 横半

ヌ-14 明和２・１２ 1765 酉年暮役金割帳 横帳 高割・屋丁割等

ヌ-11 明和３・１２ 1766 戌暮諸役金割差引帳 横帳 一部破損

ヌ-9 明和４・３ 1767 亥春御問仕添割帳 横帳

ホ-69 安永３・１２ 1774 □□暮御役金諸色割帳 □□□□ □□□□ 横帳  全面破損御役金の内容と人名・負担
額の記載

ル-123 安永７ 1778 安永七年村小物人別取替覚帳
村入用支出明細

横帳 一部紐綴じあり。

ヘ-6 安永９・１０ 1780 子村入酒并諸色小物割帳 横半

ホ-70 安永９・１２ 1780 □暮諸色村掛り御役金割□□ 横帳 御役金の内容と人別名・負担額の記
 載一部破損

ホ-62 寛政５・１２ 1797 下鳥羽村明神高過籾勘定帳 庄屋　沖次郎
与頭　権右衛門

横帳

ロ-1 文化６・
１１・２６

1809 下鳥羽村屋丁持改メ帳 成相組下鳥羽村役元 横半 屋丁持高を改正したもの

チ-42 文化７ 1810 下鳥羽村宮免惣作地年々勘定帳 庄屋　権右衛門 横帳 表紙に「権右衛門・惣兵衛・藤右衛門
 右三人ニ而請取」とあり。文化８未年９

月１２日まで

ル-68 文化８・３ 1811 未宗門筆工銭割帳 下鳥羽村役元 横帳 村下７３軒に対し、１人につき１１文７
 分ずつ割当、家族・召抱人等を含む。

一部虫食い
ニ-22 文化８・１１ 1811 未ノ国役金并下平瀬村寄夫諸木割 下鳥羽村役元 横帳  国役の人別割下平瀬村寄夫普請の

諸木割

チ-40 文化８・１２ 1811 下鳥羽村御役金帳 庄屋　権右衛門 横帳

ヌ-33 文化９・２ 1812 郷御蔵諸色日記覚帳（郷蔵建築ニ
付）

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門扣

横帳

ル-1 文化９・１０ 1812 御頼金高掛り并人別御頼金朝鮮人入
用金割

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳  人別御用金割高拾石ニ付丁銭八百
廿九文宛

リ-49 文化９・
１２・２

1812 申組割覺帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横半 川除諸道具・勘左衛門堰割などの各
村別の割付金額勘定の覚
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 村入用4

ル-59 文化９・１２ 1812 郷御蔵普請諸入用覚帳 役元 横帳 郷倉の営繕工事に関する収支出納帳

ニ-50 文化１０・
１１

1813 酉ノ国役金并□□□御入用金割帳 下鳥羽村庄屋
権右衛門

横帳 中央部分湿気欠損あり、読めない。

ト-51 文化１０・
１２

1813 酉之暮役金帳 庄屋　権右衛門 縦帳

ル-55 文化１０ 1813 文化十癸酉年御宗門銭割 横帳 １人１１文５分ずつ

ニ-30 文化１１・６ 1814 下鳥羽村盆前諸色割帳 庄屋　権右衛門 横帳 お盆前に購入した諸費用の個人割帳

ル-69 文化１１・
１１

1814 戌ノ国役金并朝鮮人御入用金割帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 恒例の国役金と朝鮮人来聘の費用を
合算して人別に割当

チ-43 文化１２・９ 1815 舞屋并御蔵葺替日記帳 下鳥羽村役元 横帳 舞屋は大同神社の舞殿のことか。

ロ-24 弘化３・７ 1846 午鍵勤人別代銭請取
午鍵役割渡人別
鍵役割請取帳

下鳥羽村庄屋
細田安右衛門

横帳 戸別割銭取立人別書上

イ-80 弘化３・１２ 1846 午暮村入用屋丁銀・竹塩蕨傳馬割帳 下鳥羽村　庄屋所 横帳 小物成と村入用を示し、人別負担高
を記している。村入用に、竹伝馬・塩
伝馬・蕨伝馬等あり。

チ-71 嘉永４・４ 1851 亥宗門筆工料 下鳥羽村役元 横帳

ヘ-20 嘉永４・７ 1851 亥夏付入用諸事割帳 下鳥羽邨庄屋所 横帳

チ-75 嘉永４・７ 1851 亥夏御役金勘定帳 中曽根村 横帳 個人別に各種分担分記載

チ-72 嘉永４・１２ 1851 亥御上納附拂上納藁熊倉寄夫人足
代取調人別割帳

横帳 金額と名前の記載のみ

ニ-33 嘉永４・１２ 1851 亥御役金取調勘定帳 下鳥羽村庄屋 横帳 個人別勘定帳

ニ-34 嘉永４・１２ 1851 亥屋丁銀・屋丁渡金・三ヶ村寄夫諸木
代・同所人足代屋丁人別割帳

下鳥羽村役元 横帳 村費出金の屋丁人別割帳

ヘ-24 嘉永４・１２ 1851 亥御役金取調割帳 下鳥羽村役場 横帳

ヘ-28 嘉永４・１２ 1851 亥御運上人別割帳 下鳥羽村役元 横帳
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 村入用4

リ-66 嘉永５・３・
１９

1852 子宗門筆工料取立人別 下鳥羽村役元 横帳 〆７貫９２６文

ヌ-26 嘉永７ 1854 夫銭帳　成相組下鳥羽村 庄屋　細田安右衛門
与頭　長百姓
作世話　五人与頭

藤森善太夫 横帳 村諸入用と人別割

イ-71 安政２・１２ 1855 夘暮村入用諸事割帳 下鳥羽村　役元 横帳 村入用の全てを示し、後半に人別割
当額を示している。

ロ-26 安政２・１２ 1855 夘暮屋丁割帳
覚（竹伝馬・寄夫・諸木等）

横帳

ヌ-25 安政３ 1856 夫銭帳　成相組下鳥羽村 庄屋　細田安右衛門
組頭　長百姓
作世話　五人組頭

藤森善太夫 横帳 村諸入用と人別割

チ-9 安政４・５・
２９

1857 巳年諸事割控帳 村役場 横帳 表紙左下に村役場と記帳あり。

チ-41 安政４ 1857 夫銭帳　成相組下鳥羽村 庄屋　細田安右衛門
与頭　長百姓　作世
話　五人与頭

藤森善太夫 横帳

ル-82 安政５・１２ 1858 年内諸掛り取立写書上帳控 下鳥羽村 横帳 村内１２４軒に対し、諸掛の明細を書
上げた帳面

ヌ-27 文久２ 1862 夫銭帳扣　成相組下鳥羽村 庄屋　権右衛門
与頭　長百姓
作世話　五人与頭

藤森善兵衛 横帳 村諸入用と人別割

ル-32 年代不詳 ― 覚（寄夫人足代・川除諸木代・屋丁
割）

横帳 寄夫人足代と川除諸木代を屋丁壱件
当り七百四拾文余で割当てたメモ

リ-67 年代不詳 ― 御入用人足平均之覺 横帳  人足３４１人代金８５２文５分

ロ-25 年代不詳 ― 屋丁人別（酉年改願ニ印、屋丁割物
是ニ而割也）

横帳 屋丁１軒分を基本として、１／８・１／
４・１／６等の人別書上帳

ヘ-19 天保８・８ 1837 （同）年内村方諸事取替覺帳 下鳥羽村
細田安右衛門照房

横帳

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 御用留・雑事記等5

ル-127 文化４・１ 1807 御用書留帳 下鳥羽村役元 横帳 松本藩士の役職分担の一覧、その他
各種通達・記録等多数

イ-74 文化１２・１ 1815 御用書留帳 成相組下鳥羽村役元 横帳
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 御用留・雑事記等5

ニ-53 天保８・８・
２３

1837 御用御觸留書帳 庄屋　安右衛門 横帳 ３月、松本藩、子孫永続金名義で御
用金徴収　虫食い

ニ-51 天保９．１ 1838 御用御觸留書帳 庄屋
細田安右衛門

横帳  この年、糸師世話役設置戸田八代目
  光庸入封天保改革着手疫病流行あ

り。
ニ-52 天保１０・５ 1839 御用御觸留書帳 下鳥羽村 横帳 ９月、在方の店商についての規制緩

和、商札申請が自由となる。

ニ-54 天保１１・５ 1840 御用御觸留書帳 下鳥羽村　庄屋所 横帳 ９月、新勘左衛門堰橋木引届ケ、人
足８３６人とあり。

ル-128 天保１４・１ 1843 御用御觸留書帳 成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門

横帳

ヌ-38 天保１５・
１１

1844 御用留書帳 下鳥羽村庄屋所 横帳  １２月２日～６月２８日裏表紙破損

リ-68 天保１５～
安政４

1844 村方諸事願込控帳 成相組下鳥羽村
庄屋　照房

横帳 村の種々な出来事の帳，天保１５年
（１８４４）～安政４年（１８５７）

イ-73 弘化３・７ 1846 御用御触留書帳 下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門

横帳 ７月２日より書出している。

ホ-28 弘化５・３ 1848 御用留書帳 下鳥羽村役場 横帳 日光代参・追鳥行事の連絡等

ホ-29 嘉永２・３ 1849 御用留書帳 下鳥羽村 横帳 拾ケ堰通船、作業人足手配１，４７０人
の件等

ニ-56 嘉永３・６ 1850 御用留書帳 下鳥羽村庄屋 横帳 ６月、梓川満水で本瀬切込、村々大
 難渋する。松本藩、海岸防備等で御

用金集める。表紙破損
ニ-57 嘉永４・５ 1851 御用留書帳 下鳥羽村庄屋 横帳 表紙破損

ロ-225 嘉永５・１１ 1852 御觸留書帳 藤森善大夫
払庄屋　勘右衛門
後藤大八
新井佐七右衛門外

下鳥羽郷　庄屋所 横帳 国役金取立・廻米附拂等

リ-87 安政３・８ 1856 御用書留帳 下鳥羽郷役元 横帳 世上通用の金銀両替割合・普請の人
足・公儀御仕置・御改革伝達・御廻米
割・火の用心・御郡所勤御改等

ニ-55 安政５・１０ 1858 御用書留帳 下鳥羽村庄屋
細田安右衛門

横帳 正月、孤独之窮民、農業作間稼熱心
な者、孝心者等の報告を命じる。

リ-88 万延元・
１１

1860 諸事案文留書帳　弐番 下鳥羽村庄屋
細田権右衛門

横帳 焼死・御詮儀先出奔・新規御堀立の
儀・出牢願・内済文・堰口開放願・麻
疹の人別等
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細田家文書

村政

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

4 御用留・雑事記等5

ヘ-30 万延元・
１１

1860 御用案文留書帳 下鳥羽村庄屋
細田権右衛門

横帳 御用案文記載等

ホ-30 文久元・
１１

1861 御用案文書留帳 庄屋
細田権右衛門

横帳 大殿様御忌中に付猶予する件等

ヌ-39 文久３・７ 1863 御用案文書留帳 庄屋　細田権右衛門 横帳

ロ-226 元治元・
１０

1864 御用書留帳
（軍夫二十九人、成相組御入用ニ付、
今晩四ツ時迄ニ郷宿参着候様御達ニ
候、
下鳥羽村二人）

庄屋　細田権右衛門 横帳  最終ページに「子年丑年迄」とあり。
浮浪人取締り。石灰下値売捌。後永
続金上ケ。国役金取立。六八籾等

ホ-31 慶応元・
１２

1865 御用書留帳 庄屋　細田権右衛門 横帳 宿馬・中馬の内済、軍夫人足割等の
記載

ロ-227 慶応３・２ 1867 御用書留帳 庄屋　細田権右衛門 横帳  宗門帳請取日限４月１３日宗門改日
 限４月２１日勘左衛門横堀人足割等

ロ-228 慶応４・１ 1868 御用書留帳 庄屋　細田権十郎 横帳   ９月２日以降はなし。王政御復古の件
 王政御一新御政道一変いたし候件拾

ケ堰砂堀の件

ヘ-38 慶応４・９ 1868 御用書留帳 庄屋　細田権十郎 横帳

ト-60 明治２・１ 1869 諸事案文書留帳 庄屋　西澤留太郎 縦帳 御役所・大庄屋等への御願・御届等
の心覚えのため記入

ト-61 明治７・７ 1874 御用書留帳 副戸長　細田權衛 横帳  「學區取締事務假章程題言」筑摩縣
權令永山盛輝等

ヌ-4 年代不詳 ― 酉正月十日大庄屋元ニ而被仰渡候
写

紙

ロ-224 年代不詳・
正

― 懐中帳（成相組関係堰普請、組鑑の
内容の写等）

権右衛門控
（最後のページ、安右
衛門の記録）

横半 子正月

ロ-217 年代不詳・
５・１４

― 覚
追而庄屋与頭へ下され分暫く預り申
候（と追而書あり）

大庄屋元 下鳥羽村
庄屋・与頭中

紙  １俵以下７４人へ２５文ずつ１俵４俵
 迄２１人へ４８文ずつ５俵９俵迄４人

 へ（破れ）２５俵１人へ〆テ金２分と
３７４文

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢免状の交付)1-1
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租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

ヘ-21 嘉永４・４ 1851 （同）亥油荏取集人別帳 下鳥羽村庄屋所 横帳

ホ-1 宝永６・１０ 1709 覚（年貢割付状） 土方縫殿助外５人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

イ-7 宝永７・１０ 1710 覚（年貢割付状） 土方縫殿助外４人 下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-2 正徳元・
１０

1711 覚（年貢割付状） 土方縫殿助外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-3 正徳２・１０ 1712 覚（年貢割付状） 土方縫殿助外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-4 正徳３・１０ 1713 覚（年貢割付状） 清水兵左衛門外５人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-5 正徳４・１０ 1714 覚（年貢割付状） 大野数馬外７人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

イ-8 正徳５・１０ 1715 覚（年貢割付状） 大野数馬外７人 下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙  ９１石余の引方あり。高４４７石７斗９升
１合

ホ-6 享保元・
１０

1716 覚（年貢割付状） 山上与三兵衛外８人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-7 享保２・１０ 1717 覚（年貢割付状） 山上与三兵衛外８人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-8 享保３・１０ 1718 覚（年貢割付状） 清水兵左衛門外９人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

イ-11 享保４・１０ 1719 覚（年貢割付状） 清水兵左衛門外８人 下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-9 享保５・１０ 1720 覚（年貢割付状） 奥田帯刀外７人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-10 享保６・１０ 1721 覚（年貢割付状） 奥田帯刀外７人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙  高４４７石７斗９升１合（一部虫食い）

イ-12 享保７・１０ 1722 覚（年貢割付状） 奥田帯刀外７人 下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-11 享保８・１０ 1723 覚（年貢割付状） 奥田帯刀外７人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

ホ-12 享保９・１０ 1724 覚（年貢割付状） 奥田帯刀外７人 成相組下鳥羽村
庄屋　惣百姓

紙 高４４７石７斗９升１合

イ-13 享保１０・
１１

1725 巳御年貢可納割付之事 大草太郎左衛門
松平九郎左衛門

右村
名主　百姓

紙 水野家改易により幕府代官からの年
貢割付状
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

ホ-13 享保１４・
１１・１５

1729 酉年免相定之事 水崎左次兵衛外３人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６４石９斗４升５合

ホ-14 享保１６・
１１・１５

1731 亥年免相定之事 水崎佐次兵衛外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４６４石９斗４升１合（一部虫食い）

ホ-15 享保１７・
１１・１５

1732 子年免相定之事 水崎佐次兵衛外３人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６４石９斗４升１合

イ-14 享保１８・
１１・１５

1733 丑年免相定之事 水崎左治兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６４石９斗４升１合

ホ-16 享保１９・
１１・１５

1734 寅年免相定之事 水崎佐次兵衛外３人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６４石９斗４升１合

イ-15 享保２０・
１１・１５

1735 卯年免相定之事 水崎左治兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６４石９斗４升１合

イ-10 元文元・
１１・１５

1736 辰年免相定之事 水崎左次兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４６４石９斗４升１合

イ-9 元文２・
１１・１５

1737 巳年免相定之事 水崎左次兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石１斗９升５合

ホ-17 元文３・
１１・１５

1738 午年免相定之事 水崎佐次兵衛外３人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４６５石１斗９升５合（一部虫食い）

イ-6 元文４・
１１・１５

1739 未年免相定之事 水崎左治兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石１斗９升５合

ホ-18 元文５・
１１・１５

1740 申年免相定之事 水崎左次兵衛外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石１斗９升５合

ル-98 寛保元・
１１・１５

1741 酉年免相定之事 大沢林右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石１斗９升５合

ホ-19 寛保２・
１１・１５

1742 戌年免相定之事 大沢林右衛門外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石１斗９升５合

イ-5 寛保３・
１１・１５

1743 亥年免相定之事 大沢林右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４６５石３斗９升５合

ヘ-15 延享元・３ 1744 成相組下鳥羽村
子之惣作御田地并預ケ御年貢帳

下鳥羽村
庄屋　三郎兵衛
与頭　定右衛門

横帳 預ケ御年貢１７石４斗３升３合

ホ-20 延享元・
１１・１５

1744 子年免相定之事 大沢林右衛門外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石１斗９升５合

ホ-21 延享２・
１１・１５

1745 丑年免相定之事 大沢林右衛門外５人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石１斗９升５合

ル-97 延享３・
１１・１５

1746 寅年免相定之事 大澤林右衛門外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石１斗９升５合
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

ホ-22 延享４・
１１・１５

1747 夘年免相定之事 大沢林右衛門外５人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ト-19 延享５・３ 1748 成相組下鳥羽村無主地預ケ御年貢
書上ケ帳

下鳥羽村与頭
権右衛門
庄屋　藤右衛門

藤森善兵衛 横帳 無主地の作り主の年貢

イ-16 寛延元・
１１・１５

1748 辰年免相定之事 大澤林右衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ホ-23 寛延２・
１１・１５

1749 巳年免相定之事 岡田卯左衛門 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ル-19 寛延２・１１ 1749 惣作代控并明神預ケ年貢帳 長百姓　覚左衛門
同断　与右衛門
組頭　勝右衛門
庄屋　藤右衛門

横帳 惣作地・明神様の年貢割付帳

イ-17 寛延３・
１１・１５

1750 午年免相定之事 岡田卯左衛門外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

リ-74 宝暦元・
１１・１５

1751 未年免相定之事 岡田夘左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

リ-75 宝暦２・
１１・１５

1752 申年免相定之事 岡田夘左衛門外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ト-47 宝暦３・３ 1753 成相組下鳥羽村午之年より田畑當流
書上帳

庄屋　藤右衛門
組頭　勝右衛門

横帳 田畑の等級・反別・人別等

リ-76 宝暦３・
１１・１５

1753 酉年免相定之事 山中郷太夫外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ト-36 宝暦３・１１ 1753 成相組下鳥羽村代相御田地并惣作
地主附書上帳

下鳥羽村
庄屋　藤右衛門
与頭

藤森善兵衛 横帳 文化１２年８月、庄屋松左衛門書写し

リ-77 宝暦４・
１１・１５

1754 戌年免相定之事 山中郷太夫外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４６５石２斗２升２合虫食い

リ-78 宝暦５・
１１・１５

1755 亥年免相定之事 山中郷太夫外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４６５石２斗２升２合虫食い

ト-33 宝暦６・９ 1756 成相組下鳥羽村午之年田畑當流書
上帳

松野諸右衛門外４人 横帳

リ-79 宝暦６・
１１・１５

1756 子年免相定之事 藤田治右衛門外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

イ-63-1 宝暦７・５ 1757 成相組下鳥羽村丑年五月満水ニ付
畑方水損改帳

中村杢太夫外５人 横帳 合冊
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イ-63-2 宝暦７・９ 1757 （同）
成相組下鳥羽村午之年并丑之年　田
畑当流書上帳

中村杢太夫外５人 横帳 合冊

リ-80 宝暦７・
１１・１５

1757 丑年免相定之事 藤田治右衛門外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ト-45 宝暦８・３・
１８

1758 下鳥羽村代間組切割賦帳 役人　長百姓 横帳 綴じてある紐の部分に結び文がくくり
 つけてある。人別・数量の記入あり。

ル-43 宝暦８・９ 1758 成相組下鳥羽村午年より田畑当流書
上帳

中村杢太夫
青木所左衛門
山田為右衛門
藤田盛太夫

横帳 田畑１５筆が、この年被害にあった、そ
の内訳

リ-81 宝暦８・
１１・１５

1758 寅年免相定之事 寄藤崎右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ト-39 宝暦８・１１ 1758 下鳥羽村寅定免御引割帳 庄屋　安右衛門
与頭　勝右衛門

横帳

ル-42 宝暦９・３ 1759 成相組下鳥羽村田畑堰代永引人別
反歩帳

成相組下鳥羽村
庄屋　安右衛門
組頭　勝右衛門

横帳 この年の永引４名分、８畝３歩の個人
別内訳

ロ-10 宝暦９・４ 1759 成相組下鳥羽村午年より田畑当流書
上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　安右衛門
与頭　勝右衛門外２
人

縦帳  田畑〆８反１畝６分分籾８石７斗８升

ト-43 宝暦９．７ 1759 成相組下鳥羽村代間惣作畑物作り書
上帳

庄屋　安右衛門
与頭　勝右衛門

横帳

ル-46 宝暦９・９ 1759 成相組下鳥羽村
卯中稲作御畝引書上帳

中村杢大夫外４人 横帳

リ-82 宝暦９・
１１・１５

1759 卯年免相定之事 寄藤崎右衛門外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

イ-62 宝暦１０・９ 1760 成相組下鳥羽村午年より田畑当流書
上帳

樋口喜与七外３人 横帳 一部破損

リ-83 宝暦１０・
１１・１５

1760 辰年免相定之事 寄藤崎右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

リ-84 宝暦１１・
１１・１５

1761 巳年免相定之事 寄藤崎右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ル-22 宝暦１１ 1761 成相組下鳥羽村午年より田畑当流書
上帳

樋口喜与七
青木所左衛門
藤田盛太夫
村瀬音九郎

横帳  当年の田畑流失高個人別明細一部
虫食い
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ト-34 宝暦１２・９ 1762 成相組下鳥羽村午年田畑當流書上
帳

樋口？代七外３人 横帳 一部破損

リ-85 宝暦１２・
１１・１５

1762 午年免相定之事 寄藤崎右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ニ-28 宝暦１３・９ 1763 成相組下鳥羽村午年より田畑当流書
上帳

樋口喜与七外３人 横帳 当年の水害によって流失した、水田の
個人別書上帳

リ-86 宝暦１３・
１１・１５

1763 未年免相定之事 寄藤崎右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ル-26 明和元・
１０

1764 成相組下鳥羽村田畑当流書上帳 樋口喜与七外３人 横帳

ヌ-40 明和元・
１１・１５

1764 申年免相定之事 寄藤﨑右衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ヌ-12 明和元・
１２

1764 申御年貢大豆斗覚帳 庄屋　安右衛門 横帳 大豆石数朱書

ル-7 明和２・９ 1765 成相組下鳥羽村田畑当流書上帳
上田壱石五斗代
下田壱石壱斗代

寄藤琴右衛門外３人 横帳  流失地の明細（藩へ提出したものの
控と思われる）

ヌ-41 明和２・
１１・１５

1765 酉年免相定之事 山田嘉兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ヌ-8 明和２・１２ 1765 酉御年貢大豆斗并大豆金割帳 横帳

ヌ-42 明和３・
１１・１５

1766 戌年免相定之事 山田嘉兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ヌ-13 明和３・１２ 1766 戌御年貢大豆斗割帳 横帳 一部破損

ル-23 明和４・閏
９

1767 成相組下鳥羽村田畑当流書上帳 寄藤琴右衛門
飯田序右衛門
深尾利野右衛門
横山豊七

横帳 当年の田畑流失高個人別明細

ヌ-55 明和４・
１１・１５

1767 亥年免相定之事 山田嘉兵衛外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ヌ-43 明和５・
１１・１５

1768 子年免相定之事 田辺覚左衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

リ-90 明和５・１２ 1768 □納籾 下鳥羽村
庄屋　安右衛門
与組　長百姓

蜷川及左衛門外２人 紙 一部破損
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5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

ト-48 明和５ 1768 明和五年定免わり
明和二、四、六年御年貢目録　引高
人別割

綴 綴４冊が１冊に束ねてある。

ヌ-44 明和６・
１１・１５

1769 丑年免相定之事 河原幸内外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙  高４６５石２斗２升２合虫食い

ヘ-62 明和６・１１ 1769 丑御年大豆斗割賦帳 庄屋　安右衛門 横帳

ヘ-71 明和７・８ 1770 寅年干損ニ付田方秋毛内見帳 横帳

ヌ-45 明和７・
１１・１５

1770 寅年免相定之事 河原幸内外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ヘ-72 明和７ 1770 明和七年寅年御年貢目録 横帳 ４４６石９斗８升７合

ル-108 明和８・
１１・１５

1771 夘年免相定之事 河原幸内外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗２升２合

ル-122 明和８ 1771 卯目録（年貢目録　引高人別） 綴

ヌ-46 明和９ 1772 辰年免相定之事 河原幸内外３人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ホ-24 安永２・
１１・１５

1773 巳年免相定之事 河原幸門外３人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

イ-93 安永２・１２ 1773 巳御年貢大豆斗帳 横帳

ル-104 安永３・
１１・１５

1774 午年免相定之事 河原幸内外４人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗２升２合

ル-105 安永４・
１１・１５

1775 未年免相定之事 武藤盛左衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗２升２合

ハ-11 安永４ 1775 未年定免御引割帳
（此年より定免壱歩御上初年）

横帳 一部破損

ホ-25 安永５・
１１・１５

1776 申年免相定之事 武藤盛左衛門外４人 成相組下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４６５石２斗２升２合

ル-107 安永６・
１１・１５

1777 酉年免相定之事 武藤盛左衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-103 安永７・
１１・１５

1778 戌年免相定之事 上田加茂右衛門
外５人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-102 安永８・
１１・１５

1779 亥年免相定之事 上田加茂右衛門
外８人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合
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ヌ-28 安永９・１０ 1780 子年定免御引割帳（此年定免三厘上
り五年之間御願）

庄屋　安右衛門
与頭　吉左衛門

横帳

ル-106 安永９・
１１・１５

1780 子年免相定之事 上田加茂右衛門
外８人

下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-89 天明元・
１１・１５

1781 丑年免相定之事 畔田彦四郎外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-92 天明２・
１１・１５

1782 寅年免相定之事 上田加茂右衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-95 天明３・
１１・１５

1783 卯年免相定之事 上田加茂右衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-90 天明４・
１１・１５

1784 辰年免相定之事 上田加茂右衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-88 天明５・１１ 1785 巳年免相定之事 上田加茂右衛門
外５人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-91 天明６・
１１・１５

1786 午年免相定之事 高橋段野右衛門
外５人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-94 天明７・
１１・１５

1787 未年免相定之事 松井祐蔵外５人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 髙４６５石２斗５升６合

ル-93 天明８・
１１・１５

1788 申年免相定之事 松井祐蔵外６人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 髙４７１石９斗４升７合

リ-46 天明８ 1788 下鳥羽村高免入下ケ初年之人別 三郎右衛門 横帳  高免高２３石４斗６升８合入下ケ籾２石
 ７斗９升８合（１０名分で）

リ-47 天明８ 1788 下鳥羽村高免入下ケ初年之人別 三郎右衛門 横帳  高免高２３石４斗６升８合入下ケ籾２石
７斗９升８合（１０名分で）

ハ-7 寛政元・４ 1789 成相組下鳥羽村
前々堰代永引帳

庄屋
三郎右衛門外２人

岩田弥名右衛門
外３人

縦帳  〆８畝３歩分籾１石８升５合

ヌ-52 寛政元・
１１・１５

1789 酉年免相定之事 松井祐蔵外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石１斗７升１合

イ-18 寛政２・
１１・１５

1790 戌年免相定之事 松井祐蔵外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石１斗７升１合

イ-4 寛政３・
１１・１５

1791 亥年免相定之事 松井祐蔵外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石１斗７升１合

イ-19 寛政４・
１１・１５

1792 子年免相定之事 松井祐蔵外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石１斗７升１合

イ-20 寛政５・
１１・１５

1793 丑年免相定之事 松井祐蔵外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石１斗７升１合
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イ-21 寛政６・
１１・１５

1794 寅年免相定之事 松井祐蔵外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石１斗７升１合

リ-31 寛政７・８ 1795 成相組下鳥羽村
前々堰代永引帳

成相組下鳥羽村
長百姓　七五郎
組頭　重四郎
庄屋　三郎右衛門

内山林左衛門外３人 縦帳 寛文６年に竿請したもので、元禄４年
からの堰代永引が、分籾〆１石８升５
合

ル-96 寛政７・
１１・１５

1795 卯年免相定之事 岡田宇左衛門外６人 下鳥羽村　庄屋　組
頭　惣百姓

紙 髙４７２石４斗９合

チ-61 （寛政７） 1795 （袋）（上書）永引帳二冊外計八冊 袋

イ-3 寛政８・
１１・１５

1796 辰年免相定之事 岡田宇左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石４斗９合

イ-23 寛政９・
１１・１５

1797 巳年免相定之事 岡田宇左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７２石４斗９合

イ-22 寛政１０・
１１・１５

1798 午年免相定之事 岡田宇左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４７２石４斗９合一部虫食い

イ-24 寛政１１・
１１・１５

1799 未年免相定之事 岡田宇左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７３石４斗９合

イ-25 寛政１２・
１１・１５

1800 申年免相定之事 河田三郎左衛門
外８人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７３石４斗９合

イ-26 享和元・
１１・１５

1801 酉年免相定之事 倉田五郎次郎外８人 下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４７４石７斗３升２合

イ-27 享和２・
１１・１５

1802 戌年免相定之事 折竹時右衛門外８人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７４石７斗３升２合

イ-28 享和３・
１１・１５

1803 亥年免相定之事 折竹五太夫外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７４石７斗３升２合

ヌ-50 文化元・
１１・１５

1804 子年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７４石７斗３升２合

ニ-1 文化２・
１１・１５

1805 丑年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７４石７斗３升２合

ニ-3 文化３・
１１・１５

1806 寅年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙  下鳥羽村高４７４石７斗３升２合

ヌ-51 文化４・
１１・１５

1807 夘年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７４石７斗３升２合

ル-44 文化５・３ 1808 下鳥羽村永引御案内帳
（堰代永引ニ付御改無之、御案内ニ
不及候也）

横帳 村内の堰代永引の全部を書上げたが
「御案内ニ及ばず」との事
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リ-33 文化５・４ 1808 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

成相組下鳥羽村
百姓代　惣兵衛　長
百姓　籐右衛門外２
人
組頭　権右衛門　庄
屋　高山冲次郎

安江左市兵衛外３人 縦帳 分籾〆３石１斗１升４合

ヌ-49 文化５・
１１・１５

1808 辰年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

ヌ-53 文化６・
１１・１５

1809 巳年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

チ-39 文化７・１０ 1810 下鳥羽村午大豆割賦帳 横帳

ニ-2 文化７・
１１・１５

1810 午年免相定之事 折竹五太夫外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７９石６斗９升

ヌ-2 文化７・１２ 1810 午定納稗割帳 下鳥羽村役元 綴 総〆９斗６升６合２勺

ル-76 文化８・１０ 1811 下鳥羽村大豆割賦帳 役元 横帳 大豆２６俵（４斗入）余を村内へ割付け
た記録

ニ-8 文化８・
１１・１５

1811 未年免相定之事 折竹犁左衛門外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７９石６斗９升

ハ-17 文化８ 1811 下鳥羽村未ノ暮役銀割 破損不明 破損不明 横帳 全面破損

ル-53 文化８ 1811 未糯籾割 横帳 未年々貢の内、餅籾の割付帳

チ-44 文化９・１０ 1812 下鳥羽村御年貢帳 庄屋　□□衛門 横帳 虫食いあるも、本文中の文字にかかる
部分は少ない。

ヌ-48 文化９・
１１・１５

1812 申年免相定之事 折竹和平左衛門
外７人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

ル-56 文化９・１１ 1812 下鳥羽村大豆割賦帳 庄屋　権右衛門 横帳 一部虫食い

ル-52 文化１０・３ 1813 文化十癸酉年三月油荏割 横帳 この年の油荏の個人別割当納入記録

ニ-6 文化１０・
１１・１５

1813 酉年免相定之事 高橋隆蔵外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７９石６斗９升

ハ-18 文化１０・
１１

1813 下鳥羽村大豆割賦帳 庄屋　権右衛門 横帳 一部破損
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イ-65 文化１０ 1813 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳　控

庄屋　権右衛門
組頭　長百姓　百姓
代　４人

篠田武右衛門外３人 縦帳

ル-64 文化１１・
２・１３

1814 戌御高分ケ人別改帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 持高の変動に伴う個人別割賦帳

ニ-23 文化１１・
１０

1814 下鳥羽村大豆割帳 庄屋　権右衛門 横帳 大豆の個人割

ニ-24 文化１１・
１０

1814 戌之糯籾割帳 庄屋　権右衛門 横帳 糯籾の個人別割当

ニ-5 文化１１・
１１・１５

1814 戌年免相定之事 高橋隆蔵外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７９石６斗９升

ル-49 文化１２・
３・７

1815 文化十二乙亥年三月七日定納（油荏
割）

横帳 個人別記録

ル-74 文化１２・３ 1815 戌年過上渡シ人別帳 下鳥羽村役元
（村内記録）

横帳 年貢米の過納分の控ヵ

ニ-4 文化１２・
１１・１５

1815 亥年免相定之事 高橋隆蔵外７人 下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７９石６斗９升

ホ-49 文化１２・
１１

1815 下鳥羽村堰筋田畑木立潰坪数書上
帳

庄屋　権右衛門
組頭　長百姓３人　控

近藤五郎兵衛外３人 横帳 人別に堰筋のため潰れた土地の坪数
 と名等記載惣坪数９，４９５坪５歩

ホ-50 文化１３・８ 1816 成相組下鳥羽村地
新堰潰シ町反坪数書上帳

下鳥羽村
庄屋　七左衛門
与頭

篠田武右衛門外４人 横帳 寛文６年、元禄２年等に堰筋のため潰
れた土地の坪数と所有者名記載

ヌ-47 文化１３・
１１・１５

1816 子年免相定之事 河田三郎左衛門
外７人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

ニ-7 文化１４・
１１・１５

1817 丑年免相定之事 河田三郎左衛門外７
人

下鳥羽村
惣百姓・庄屋・組頭

紙 高４７９石６斗９升

イ-29 文政元・
１１・１５

1818 寅年免相定之事 河田三郎左衛門
外７人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

イ-66 文政２・９ 1819 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

庄屋　七左衛門
与頭　長百姓　百姓
代　３人

小栗助九郎外３人 縦帳

ハ-8 文政２・９ 1819 成相組下鳥羽村
新堰地・永引改帳

小栗助九郎外３人 縦帳 分籾合　１６石５斗９升７合

イ-30 文政２・
１１・１５

1819 夘年免相定之事 河田三郎左衛門
外７人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升
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細田家文書

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

ル-41 文政２・１１ 1819 成相組下鳥羽村田方当流改帳 小栗竹九郎
尾藤小七郎
飯田多内
策田権吉郎

横帳 文政２年の水害流失田畑の個人別書
上帳

イ-31 文政３・
１１・１５

1820 辰年免相定之事 河田三郎左衛門
外５人

下鳥羽村
庄屋　与頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

イ-32 文政４・
１１・１５

1821 巳年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４７９石６斗９升一部虫食い

イ-33 文政５・
１１・１５

1822 午年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

イ-34 文政６・
１１・１５

1823 未年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４７９石６斗９升一部虫食い

イ-39 文政６・
１１・１５

1823 未年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 イ－３４と同じ内容。役人名が３人違
 う。一部虫食い高４７９石６斗９升

イ-35 文政７・
１１・１５

1824 申年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高４７９石６斗９升一部虫食い

イ-36 文政８・
１１・１５

1825 酉年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

イ-37 文政９・
１１・１５

1826 戌年免相定之事 安江郡左衛門外７人 下鳥羽村
庄屋　与頭
惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

ホ-34 文政１０・８ 1827 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七左衛門
与頭　長百姓

松田勝太夫外３人 縦帳 人別に永引の字名・等級・面積・年次
等記載

イ-38 文政１０・
１１・１５

1827 亥年免相定之事 安江郡左衛門外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

イ-40 文政１１・
１１・１５

1828 子年免相定之事 安江郡左衛門外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高４７９石６斗９升

イ-41 文政１２・
１１・１５

1829 丑年免相定之事 安江郡左衛門外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 村高５０６石６斗３升５合。これまでは
 ４７９石余一部虫食い

イ-42 文政１３・
１１・１５

1830 寅年免相定之事 中村弥平左衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

ル-72 文政１３・
１１

1830 成相組下鳥羽村田畑当流改帳 村役元控 松田勝太夫
高橋士役太
下條徳大夫
米山冨之丞

横帳 文政１３年の水害によって流失した田
畑の明細と高の集計
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ホ-35 天保２・８ 1831 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七左衛門
与頭　長百姓

森善八郎外３人 縦帳 人別に永引の字名・等級・面積・年次
等記載

リ-36 天保２・８ 1831 成相組下鳥羽村永引改帳 森善八郎外３人 縦帳  下田２４歩　分籾８升８合七郎兵衛

リ-14 天保２・
１１・１５

1831 卯年免相定之事 中村弥平左衛門
外７人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

リ-3 天保３・
１１・１５

1832 辰年免相定之事 中村弥平左衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

リ-4 天保４・
１１・１５

1833 巳年免相定之事 久野又太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙  高５０６石６斗３升５合虫食い

リ-5 天保５・
１１・１５

1834 午年免相定之事 久野又太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

リ-6 天保６・
１１・１５

1835 未年免相定之事 久野又太夫外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

イ-44 天保７・
１１・１５

1836 申年免相定之事 久野又太夫外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗２升５合

ホ-36 天保８・８ 1837 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七之丞
与頭　長百姓

岩井溝右衛門外３人 縦帳 人別に永引の字名・等級・面積・年次
等記載

リ-7 天保８・
１１・１５

1837 酉年免相定之事 久野又太夫外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

リ-8 天保９・
１１・１５

1838 戌年免相定之事 久野又太夫外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５０６石６斗３升５合

リ-9 天保１０・
１１・１５

1839 亥年免相定之事 久野又太夫外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２６石９斗９升６合

リ-10 天保１１ 1840 子年免相定之事 高橋土岐左衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２６石９斗９升６合

リ-11 天保１２・
１１・１５

1841 丑年免相定之事 高橋土岐左衛門
外６人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２６石９斗９升６合

リ-12 天保１３・
１１・１５

1842 寅年免相定之事 高橋土岐左衛門
外５人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２６石９斗９升６合

リ-13 天保１４・
１１・１５

1843 卯年免相定之事 高橋土岐左衛門
外５人

下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２８石９斗２升８合

ハ-24 天保１４ 1843 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

庄屋　細田安右衛門
外３人

縦帳  御竿受庄五郎外分籾〆１９石７斗９升
９合
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租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

リ-1 天保１５・
１１・１５

1844 辰年免相定之事 喜多村熊太夫外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２８石９斗２升８合

リ-15 弘化２ 1845 巳年免相定之事 喜多村熊太夫外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２８石９斗２升８合

リ-16 弘化３・
１１・１５

1846 午年免相定之事 喜多村熊太夫外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２８石９斗２升８合

リ-17 弘化４・
１１・１５

1847 未年免相定之事 喜多村熊太夫外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２８石９斗２升８合

リ-18 嘉永元・
１１・１５

1848 申年免相定之事 喜多村熊太夫外６人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５２８石９斗２升８合

イ-68 嘉永２ 1849 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳　控

庄屋　細田安右衛門
　　　丸山七之丞
与頭　長百姓　３人

組田燕三外３人 縦帳

リ-65 嘉永４・１２ 1851 亥大豆金人別割帳 鳥羽郷庄屋所 横帳 大豆２７俵２斗３升

ヘ-25 嘉永４・１２ 1851 亥斗大豆人別割帳 下鳥羽役元 横帳 惣〆１２石３斗８升３合

ホ-37 安政２・１１ 1855 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
与頭　長百姓　３人

縦帳 人別に永引の字名・等級・面積・年次
等記載

ト-57 安政６・９ 1859 田畑預方控帳 下鳥羽村
細田權右衛門

横帳 人別・預ケ高・年次別

リ-19 文久元・
１１・１５

1861 酉年免相定之事 川口段兵衛外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合

イ-43 文久２・
１１・１５

1862 戌年免相定之事 川口段兵衛外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合

リ-20 文久３・
１１・１５

1863 亥年免相定之事 川口段兵衛外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合

リ-24 元治元・
１１・１５

1864 子年免相定之事 廣瀬小左衛門外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合

リ-2 慶応元・
１１・１５

1865 丑年免相定之事 廣瀬小左衛門外４人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合

リ-21 慶応２・
１１・１５

1866 寅年免相定之事 春日井東之丞外５人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合

リ-22 慶応３・
１１・１５

1867 卯年免相定之事 高橋元次郎外７人 下鳥羽村
庄屋　組頭　惣百姓

紙 高５５７石２斗２升６合
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5 本年貢(年貢免状の交付)1-1

ハ-25 慶応３ 1867 成相組下鳥羽村
田畑永引人別書上帳　控

庄屋　細田権右衛門
外２人

縦帳  御竿請庄五郎外分籾〆１９石７斗９升
９合

ル-15 年代不詳 ― 申　大豆金割 横帳 大豆金を金高換算し、個人別に割付
けた覚，申

ル-34 年代不詳 ― （人別大豆納ヵ） 綴

ル-38 年代不詳・
３

― （油荏割付控） 綴 高１０石に付７合９勺宛（壱升代７８
文），未３月

ル-40 年代不詳 ― （年貢引高人別割ヵ） 綴

ホ-74 年代不詳 ― （預り方の上・中・下・下々田と上・下・
下々畑と石高の記載）

紙 坪数で記載

ル-24 年代不詳 ― 卯年綿荏稗別賦 綴 卯年の綿・荏・稗の年貢を籾換算して
割付けた徴収控，卯年

ル-29 年代不詳 ― 午大豆金割 下鳥羽村 綴  大豆弐拾六俵余を銭換算した割当帳
一部欠損，午

イ-78 安永３ 1774 午大豆割代金寄帳 横帳 大豆納の個人割を示している。安永３
月（１７７２～１７８０）

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

イ-77 宝暦６・９ 1756 子ノ御差紙留書之帳 下鳥羽邑
庄屋　安右衛門

横帳 納籾払の記録。小蔵・大蔵等へそれ
ぞれどの位納入したか記している。

ヘ-16 宝暦６・９ 1756 下鳥羽村　子御差紙写帳 下鳥羽村 横帳

ト-38 宝暦７・１ 1757 成相組下鳥羽邑丑御才覚御籾・御拜
借・綿荏稗代割帳

庄屋　組頭 横帳 一部破損

イ-82 宝暦７・３ 1757 惣作代相神田年貢預ケ帳 庄屋　安右衛門
組頭　勝右衛門
長百姓２人

横帳

イ-70 宝暦７・９ 1757 被仰付御差紙写 横半 村としての米の出入を、俵数とその用
件で示している。

ト-46 宝暦７・９ 1757 丑御差賦写帳 横帳 収納期日・場所・収量等

ト-20 宝暦８・９ 1758 寅拂駄附馬帳 横半 大豆・籾等を荷にしている。駄数・場
所・輸送者名あり。

ト-21 宝暦８・９ 1758 （同）寅御年貢附拂帳 横半
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租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

イ-59 宝暦１０・９ 1760 辰御年貢拂覚帳 横半

イ-60 宝暦１０・９ 1760 辰御年貢附払馬帳 横半

ニ-31 宝暦１０・
１２

1760 辰年定免御引割帳 庄屋 横帳 人別の割引を記してある。

イ-75 宝暦１０ 1760 辰年被仰付御差紙写 下鳥羽村 横帳 籾の納入場所、日時とその量を示す、
藩からの指令

イ-61 宝暦１１・９ 1761 成相組下鳥羽村
巳御年貢庭帳

庄屋　安右衛門 横帳

ト-22 宝暦１１ 1761 御藏拂籾入通 拂庄屋　岡右衛門 下鳥羽村庄屋
安右衛門

横半

チ-35 宝暦１２・９ 1762 下鳥羽村午ノ御年貢計庭帳 庄屋　安右衛門 横帳

イ-91 宝暦１２・９ 1762 午御蔵拂通 拂庄屋　岡右衛門 庄屋　安右衛門 横半

ト-37 宝暦１３・９ 1763 下鳥羽村未御年貢計庭帳 庄屋　安右衛門
与頭

汲田千太夫 横帳

ヌ-1 宝暦１３ 1763 成相組下鳥羽村未御差紙写帳 綴 納籾６８０俵３斗５升４合

リ-58 明和元・９・
２５

1764 申御蔵拂通　下鳥羽村 拂庄屋　岡右衛門 横半 〆３７３俵４斗８升７合

ヘ-45 明和元・９ 1764 申御差紙拂馬帳 庄屋　安右衛門 横半

ヘ-46 明和２・６ 1765 下鳥羽村　申六八月限代盛帳 横帳 個人別記載

ヘ-47 明和２・９ 1765 酉御年貢斗庭帳 下鳥羽村庄屋
安右衛門

杉山又四郎 横帳

ヘ-48 明和２・９ 1765 御蔵籾拂通 拂庄ヤ　岡右衛門 下鳥羽村庄屋
安右衛門

横半 惣〆４６６俵４斗４升２合

ヌ-7 明和２・１０ 1765 □□□御廻米割帳 横帳 全面破損

リ-92 明和２・１２ 1765 下鳥羽村酉年六八月拝借面附帳 横帳 ６月４４石、８月６６石

ヘ-53 明和３・９ 1766 戌御年貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 大西九大夫 横帳
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

ヘ-52 明和３・９ 1766 戌御差紙拂馬帳 庄屋　安右衛門 横半 運搬先・量と駄附

ヌ-6 明和３・１０ 1766 戌年甲州御廻米割帳 庄屋　安右衛門 横帳

ヘ-51 明和３・
１１・２５

1766 戌御年貢斗不足ニ付吟味籾金斗帳 横半 石数と人別

リ-51 明和３ 1766 戌御蔵拂通 拂庄屋　岡右衛門 下鳥羽村
庄屋　安右衛門

横半 〆３９５俵４斗３升６合

ヘ-50 明和３ 1766 戌御差紙写　下鳥羽村 横帳 〆７９１俵４斗３升２合

ヘ-55 明和４・９ 1767 下鳥羽村　亥御年貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 高橋沖左衛門
堀切友次

横帳 〆８１６石４斗６升５合

ヘ-56 明和４・９ 1767 下鳥羽村
亥甲州御廻米割帳

横帳

ヘ-58 明和４・９ 1767 亥御差紙払馬帳 庄屋　安右衛門 横半 運搬先・量と駄附

ヘ-59 明和５・１１ 1768 下鳥羽村　子御差紙写帳 横帳 丑納籾７８２斗９升２合

ヘ-63 明和６・６ 1769 丑六八月切拝借籾代割帳 横帳

ヘ-64 明和６・９ 1769 丑御年貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 横帳

リ-57 明和６ 1769 丑御差紙写　成相組下鳥羽村 横帳 納籾〆７３０俵３斗９升２合

ヘ-65 明和７・６・
１１

1770 寅六八月切籾代金盛附帳 横帳

ヘ-67 明和７・９ 1770 寅御年貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 横帳

リ-52 明和７・９ 1770 寅御蔵入附拂通 拂庄屋　岡右衛門 下鳥羽村
庄屋　安右衛門

横半 〆２５５俵４斗６升５合

リ-55 明和７・９ 1770 寅御年貢附拂馬帳 庄屋　安右衛門 横半

ヘ-68 明和７ 1770 寅甲州御廻米割帳 横帳 帳面中央、虫食い

ヘ-69 明和７ 1770 寅六八月切籾拝借人別帳 横帳
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

リ-50 明和８ 1771 寅年御差紙写帳 下鳥羽村
庄屋　安右衛門

横帳 〆８０１俵８升８合の納入

リ-56 明和９・１０ 1772 辰御差紙写馬帳 庄屋　安右衛門 横半 運搬先・俵数・駄数の記録

イ-89 安永２・９ 1773 巳御年貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 樋口儀平太 横帳

ヘ-17 安永２・１０ 1773 巳甲州御廻米斗割帳 庄屋　安右衛門 横帳

ト-56 安永３・９ 1774 午御□貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 岩田？野右衛門 横帳 一部破損

ル-25 安永３・１０ 1774 午甲州御廻米斗割帳 横帳  廻米の個人別割付帳破損多し。

ハ-10 安永３ 1774 安永三午御差紙写帳 下鳥羽村 綴 一部破損

ホ-52 安永４・９ 1775 下鳥羽村御差紙写帳 横帳 納籾のときの搬入先の指示と俵数の
記載

ル-113 安永４・１０ 1775 未御蔵拂通 下鳥羽村
庄屋　安右衛門

拂庄屋　岡右衛門 横半

ハ-13 安永４・１１ 1775 未御年貢斗庭帳 庄屋　安右衛門 横帳

ホ-53 安永４・１１ 1775 未附払馬帳 庄屋　安右衛門 横帳 納籾で俵数と納入先、並びに輸送者
と俵数記載

チ-49 文化７・１０ 1810 午御蔵拂通 下鳥羽村拂庄屋
□（勘カ）左衛門

庄屋　高山冲次郎 横半  ２０件記載一部破損

チ-31 文化７・
１１・３

1810 午御廻米割賦帳 成相組下鳥羽村役元 横帳

チ-29 文化７・１１ 1810 下鳥羽村午御年貢高立帳 庄屋　高山冲次郎 横帳 高と引籾が記載

ル-75 文化７・１１ 1810 午ノ御廻米割賦帳 成相組下鳥羽村役元
控

横帳 この年の廻米の個人別割付帳

チ-50 文化８・９ 1811 未御蔵払通 下鳥羽村
払庄屋　勘左衛門

庄屋　権右衛門 横半 １４件記載

チ-51 文化８・
１０・１１

1811 未ノ附拂馬帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横半

チ-60 文化８・１０ 1811 郷蔵俵数覚 所有者
庄屋　権右衛門

横半 郷蔵内俵数の現在高把握のための差
引帳
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

ル-112 文化８・１０ 1811 下鳥羽村庭帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門
組頭　長百姓３人

上村箕右衛門
安田清兵衛
吉村勇治

横半

チ-33 文化８・１０ 1811 下鳥羽村庭帳 横半  納籾８１７俵３斗４升６合６勺種貸元り
  ２２俵１斗締８３９俵４斗４升６合６勺一

部破損
ニ-27 文化８・１１ 1811 未御廻米割賦帳 成相組下鳥羽村

役元
横帳 表紙に「未年十一月廿一日、上鳥羽

村ニ而納ル　不残金納」とある。

リ-93 文化９・１０ 1812 申ノ御廻米割賦帳 下鳥羽村役元 横帳 一部破損

ル-63 文化９・１０ 1812 申ノ御廻米割賦帳 成相組下鳥羽村役元 横帳 申年廻米割付帳

ホ-63 文化１０・
１０

1813 酉御蔵拂通 下鳥羽村
拂庄屋　民治郎

下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横半 蔵に出入の俵数の記録

ニ-40 文化１０・
１１

1813 下鳥羽村庭帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門
組頭　惣兵衛外２人

岡本柘四郎
石田？八郎
岩田清左衛門

横半 村役人より藩役人への差出帳

ル-61 文化１０・
１１

1813 酉ノ御廻米割賦帳
（十八日中曽根村ニ而計）

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 廻米の個人別割付帳

ト-24 文化１１・６ 1814 御用日記帳（御差紙留覚） 成相組下鳥羽村
庄屋　權右衛門

横半

ヌ-34 文化１１・９ 1814 御年貢勘定帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 １１２組分

ニ-25 文化１１・
１０

1814 戌御廻米割賦帳 下鳥羽村庄屋
権右衛門

横帳 農民個人割当帳面

ル-116 文化１１・
１１

1814 戌ノ庭帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門
組頭　長百姓３人

堀江曽野太夫
水崎紋十郎
谷村治夫

横半

ル-120 文化１１・
１０・２０～

1814 （袋）表記　戌附拂馬帳 袋

ル-120-ロ 文化１１・
１０

1814 （同）御蔵納籾出入帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門扣

横半 この年の年貢米の入荷・出荷記録帳

ル-120-
ホ

文化１１・
１０

1814 （同）戌附拂駄附帳 下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横半

ル-120-
ニ

年代不詳 ― （同）（拂之事、御差紙留） 横帳 この年の年貢の収納記録，文化１１年
（１８１４）１１月カ

ル-120-
ハ

年代不詳 ― （同）
亥ノ御廻米駄附覚

紙 ２７人分の駄数のメモ，文化１２年
（１８１５）カ
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

ル-120-
ヘ-1

年代不詳 ― （包）表記　真々部村御庄屋　相之丞
　大急御用
裏面〆六月十八日酉上刻出ス
下平瀬・熊倉・飯田早々御届ケ下さ
るべく候

包紙

ニ-47 文化１２・
１２

1815 亥ノ暮諸上納金帳 庄屋　権右衛門 横半 屋丁銀・夫代・水車運上等の上納金

ニ-36 文化１３・
６・２１

1816 亥六八限り取立帳 成相組下鳥羽村
役元

横帳 六八籾拝借の籾代取立帳

チ-30 文化１３・９ 1816 下鳥羽村子御年貢高立帳 先役　権右衛門 横帳 高と引籾が記載

ト-23 文化１３・
１１

1816 酉年附拂馬帳 下鳥羽村庄屋
權右衛門

横半

ヌ-36 天保９・１ 1838 成相組下鳥羽村御高分□ 庄屋
細田安右衛門

横帳 反別、石高等

ト-54 天保１５・
１０

1844 辰御藏拂通 下鳥羽村 縦帳 籾の俵数と入りの月日

チ-70 弘化２ 1845 巳御蔵（拂通カ） 下鳥羽村 横半  籾の払出控一部損傷

ニ-41 嘉永２ 1849 酉御蔵拂之通 下鳥羽村役元 横半 御蔵納入の俵数

チ-74 嘉永４・
１０・１４

1851 亥御収納籾庭帳 庄屋　細田安右衛門 横帳   御蔵庭計人別御差紙附拂人別払庄
屋差引勘定

ヘ-39 嘉永４・１０ 1851 亥御収納籾郷蔵庭帳 下鳥羽村役元 横帳 各人別納籾〆６８４俵

ヘ-26 嘉永４・１２ 1851 亥御廻米人別割帳 下鳥羽村役元 横帳

リ-64 嘉永４・１２ 1851 亥御廻米代銀人別割帳 下鳥羽村役元 横帳 御米８９俵

チ-69 嘉永４ 1851 亥御蔵拂通　下鳥羽村 横半 籾の払出控

ヘ-42 嘉永５・６ 1852 亥六八作喰人別勘定帳 下鳥羽村役元 横帳

チ-16 明治８・９ 1875 亥貢預ケ方書抜帳 細田権衛 横帳 ４１名記載

リ-70 明治１６・
９・１０

1883 未年貢預方書抜帳 細田新蔵 横帳
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢(年貢の収納)1-2

ル-36 年代不詳 ― 未御廻米代銀割 綴 未年の御廻米籾五拾石四斗の代金
弐拾八両余の人別割，未

ル-39 年代不詳 ― 成相組下鳥羽村申ノ御差紙写帳 綴 申

ホ-73 年代不詳 ― （米駄賃割） 横帳 荷を駄数で表示し、その下に金額（駄
賃）の記載

ル-125 年代不詳 ― （年貢勘定帳の下書の一部ヵ） 紙 明和２年（１７６５）１２月２５日カ

ヘ-31 寛政８～文
化７

1796 下鳥羽村宮免
惣作地年々勘定帳

庄屋　高山冲次郎 横帳 寛政８年より文化７年まで１５年間の宮
免惣作地過籾の記録

ル-120-
ヘ-2

年代不詳・
１２・１８

― （同）明十九日御用屋敷入
（年貢籾収納の差紙）

成相新田村　多喜弥 右村々　御庄屋 紙

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢（年貢の皆済)1-3

ル-120-イ 年代不詳・
８・２４

― （同）
覚（御蔵尻）

拂庄屋　民次郎 下鳥羽村
庄屋　権右衛門

紙 籾１８俵余の代金として、４両と８００文
を受取ったとする領収書，文化１２年

 （１８１５）カ亥８月２４日
チ-22 宝暦３・１１ 1753 成相組下鳥羽村代間御田地并惣作

地主附書上帳
下鳥羽村
庄屋　藤右衛門
与頭　勝右衛門

藤森善兵衛 横帳

イ-76 宝暦１３・
１１

1763 午年御蔵尻未年覚帳 庄屋　安右衛門 横帳 御蔵への未納分が、その後どのように
納められたかを記録している。

リ-59 明和２・１２ 1765 酉年貢斗不足味（未）進高割帳 長百姓　惣兵衛
同断　藤蔵
与頭　勝右衛門
庄屋　安右衛門

横帳

ル-67 文化６・９ 1809 成相組下鳥羽村御納書上帳 下鳥羽村
長百姓　藤右衛門　
同　森左衛門
組頭　権右衛門
庄屋　高山冲治郎

坂井田東與左衛門
飯尾藤左衛門
青岡京助

横帳 この年の年貢・小物成の納付高書上

ロ-215 文化７・１１ 1810 午御年貢皆済證文之事 成相組下鳥羽村
長百姓２人　与頭１人
庄屋　高山冲次郎

下平伊野左衛門
外２人

紙  〆８３９俵４斗４升６合６勺外大豆・油
荏・稈納入

ル-87 文化８・１０ 1811 下鳥羽村御年貢帳 庄屋　権右衛門 横帳 この年の村内百姓全員の年貢明細書
上帳
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租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 本年貢（年貢の皆済)1-3

チ-28 文化８・１１ 1811 成相組下鳥羽村御納通　写 成相組下鳥羽村
長百姓　藤右衛門　
同　盛左衛門
組頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

上村箕右衛門
安田清兵衛
吉村裕治

横帳

ル-58 文化８・１１ 1811 御通拝見一札 下鳥羽村役元 （松本御役所） 横帳 年貢皆済につき、通帳返還の確認連
判状

ル-70 文化９・２・
１５

1812 未ノ過籾人別帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳

ル-57 文化１０・
１１

1813 御通拝見一札 下鳥羽村役元 （松本御役所） 横帳 年貢その他諸上納物を完納し、藩役
所から通帳が戻って来たので、村中
全員が確かに拝見したという連判状

チ-73 嘉永４・１１ 1851 亥御年貢籾大豆納場長　下鳥羽村 成相組下鳥羽村
長百姓　覚左衛門
同　七五郎
与頭　十四郎
庄屋　細田安右衛門

小塩拓蔵
鈴木市太郎
堀江團野右門

横帳 合計数量夫々割印あり。

ヘ-29 嘉永４・１２ 1851 御通拝見一札
（年貢皆済ニ付、通帳拝見）

五人組頭
林左衛門外

庄屋　細田安右衛門
与頭

横帳 藩役所より渡された通帳を拝見し異議
ございませんと、村中全員連印

ホ-48 安政６・１１ 1859 未御年貢高立目録 成相組下鳥羽村
林左衛門外本百姓名
多数

藤森善太夫 横帳 年貢、諸上納の皆済につき、相違な
い旨の連判

チ-25 明治７・９ 1874 戌（年ヵ）貢預ケ方書抜帳 細田権衛 横帳

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 諸役(小物成・小役)2-1

イ-81 宝暦４・１２ 1754 下鳥羽村戌ノ小物割帳 庄屋　藤右衛門
与頭　勝右衛門

横帳 ありき・せぎの水役の計と個人別負担
高

チ-34 宝暦７・３・
１１

1757 御料田沢山手儀割帳 庄屋　安右衛門 横帳 金銭割

イ-83 宝暦８・３ 1758 成相組下鳥羽村例年山手米帳 庄屋　安右衛門 横帳 田沢山・井苅・執田光・苅谷原（１９ケ
村）等、関わる山の山手米を記す。

ヘ-44 明和元・８ 1764 下鳥羽村　申夏小作割帳 下鳥羽村 横帳 惣〆１３貫７６文

ヘ-70 明和７・１２ 1770 寅冬役金割帳 長百姓　太右衛門
与頭　長三郎
庄屋　安右衛門

横帳
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租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 諸役(小物成・小役)2-1

ル-27 安永６・５ 1777 田澤村・苅谷原村・井苅村・執田光村
山手米覚

成相組各村
庄屋　与頭

藤森善兵衛 綴 成相組の内１７ケ村が御領所４ケ村へ
納めた山手米の村別割当高

ト-50 文化１０・
１２

1804 酉暮諸上納帳 下鳥羽村庄屋
権右衛門

横半 綴紐に付箋添付

ニ-39 文化５・４・
２９

1808 辰定納藁割帳 下鳥羽村　役元　扣 横帳  定納草藁及勝藁の個人割帳一部破
損

ル-65 文化５・１２ 1808 辰下鳥羽村暮役金割 横帳 村入用の書上及び人別（高拾石に付
丁銭４貫６７２文宛）

ル-114 文化６・３・
２６

1809 午定納勝藁・草藁割賦帳 下鳥羽村役元 横半 一部破損

ル-111 文化６・４・
６

1809 辰ノ定納勝藁割賦帳 下鳥羽村役元 横半

ル-60 文化８・８・
８

1811 未ノ定納勝藁・草藁割賦帳 下鳥羽役元 横帳 わら上納割付帳

チ-32 文化９・６・
１６

1812 申定納　勝藁・草藁　割賦帳 成相組下鳥羽村役元 横帳 金上納

ニ-29 文化９・
１２・８

1812 下鳥羽村申暮役銀割 下鳥羽村庄屋 横帳 銀で納める小物成の割振り

ニ-49 文化１０・
１２

1813 下鳥羽村酉暮役銀割帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 袋入り。袋の表に「文化十癸酉年　暮
割諸帳面入」と記載

ル-119 文化１１・
１２・２３

1814 戌暮諸定納帳 庄屋　権右衛門 横半 この歳の暮に、村として各方面へ支
払った諸定納の明細

ニ-32 文化１１・
１２

1814 戌ノ暮役銀割帳 庄屋　権右衛門 横帳  銀で納める雑税割帳一部虫食い

ル-78 文化１１・
１２

1814 戌之暮役金帳 庄屋　権右衛門 横帳 この年の大豆金・屋丁銀・暮割・面割・
諸木代附拂等の諸物成の個人割付

 及び納入状況一部破損
ハ-19 文化１２・

３・１０
1815 亥ノ定納草藁割賦帳 下鳥羽村役元 横帳

リ-48 文化１３・
閏８月

1816 下鳥羽村小物成帳 庄屋　権右衛門 横帳  御種貸元籾９石２斗５升新堰井代・堰
 廻給割２石９斗５升７合７勺外小物成

の石高とその人別帳
リ-23 天保１５・

１２
1844 覚

（安曇郡十九ケ村が、筑摩郡四ケ村山
へ入候、野山手米代金辰年分上納）

中井隆左衛門外４人 十九ケ村惣代
下鳥羽村庄屋　安右
衛門　下平瀬村庄屋
　五郎右衛門

紙  野山手米５石６斗５升９合６勺代金４両
２分永１８２文８分

ヌ-37 嘉永元・７ 1848 申夏割　諸木代屋丁仕添蕨馬傳御用
竹　屋丁割合帳

下鳥羽村 横帳 諸費の屋丁割
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租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 諸役(小物成・小役)2-1

ロ-230 慶応４・７ 1868 辰盆前諸懸り書込帳 庄屋　細田権十郎 横帳   かぎ役わり・屋丁掛瀬筋直・藁代拾ケ
堰川東・助郷勤・水防・紙代　洗馬宿
飛脚等

ル-21 年代不詳 ― いぼた 横帳 いぼたの人別割付、徴集帳

ル-37 年代不詳 ― 御預所田沢苅谷原・執田光村右四ケ
村山江入候山手米上納

下鳥羽村庄屋　安右
衛門
上平瀬村庄屋　弥左
衛門
藤森善兵衛

村々庄屋中 綴 安曇郡下１９ケ村への入山料割当控

ル-81 年代不詳 ― 酉上納藁割 横帳  草藁・勝藁の個人持高による割付一
部虫食い

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 諸役(運上・冥加)2-2

ヘ-37 慶応３・８ 1867 （同）弐番
産物御運上取調書上帳

下鳥羽村庄屋
細田権右衛門
与頭　東右衛門

小澤弘蔵
米山冨之丞

横帳

ハ-57 文化７・８ 1810 （同）成相組下鳥羽村水車屋敷地見
取帳

成相組下鳥羽村
願主　惣兵衛
与頭　権右衛門
庄屋　高山沖二郎

藤沼九之丞
小沢澤右衛門

縦帳  水車屋壱ケ所東西２間　南北９尺

租税

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

5 諸役(課役)2-3

ホ-64 嘉永３・３・
７

1850 戌鍵役勤面附覺帳 成相組下鳥羽村役元 横帳 堰・道普請人足名と賃金

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 検地1

ハ-38 寛文６・３・
１１

1666 成相組鳥羽村　権右衛門　控
（下ケ札）

川村儀右衛門
笠原平左衛門

紙 継紙

ニ-9 寛文６・３・
１１

1666 信州安曇郡
成相組下鳥羽村検地帳

渡辺九郎左衛門
外２人

縦帳 庄屋　高山冲治郎　写

ロ-11 寛文６ 1666 （袋）下鳥羽村検地帳入 袋 下鳥羽村田畑検地帳入り役譲り目録
　寛文６年高松村より
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土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 検地1

ハ-2 享保１０・３ 1725 信州松本領安曇郡　成相組下鳥羽村
　田畑見取反別帳

鈴木実平
清水辰右衛門
牛田傳八
藤森善兵衛

縦帳  田１畝１５歩　畑２畝２１歩一部虫食い

ハ-3 元文２・１１ 1737 成相組下鳥羽村見取帳 浅川三郎太夫
松井仙助
鈴木曽一右衛門

縦帳 畑２畝２０歩（三社権現）

ニ-11 延享４・９ 1747 信州安曇郡
成相組下鳥羽村検地帳

多湖岸右衛門外６人 縦帳  庄屋　権右衛門代写　扣

チ-55 宝暦３ 1753 下鳥羽村百姓持高帳 庄や　藤右衛門 綴  携帯用小型帳面随所に最新情報を
 紙片に書き貼付一部虫食い

ハ-20 宝暦４・７ 1754 成相組下鳥羽村
田畑反別分籾書上帳

庄屋
藤右衛門外４人

縦帳  田畑合計５０町２反３畝１２歩分籾４６５
石２斗２升２合

ヘ-49 明和２ 1765 何村田畑反別分帳 寄藤琴右衛門外３人 縦帳 案文

ホ-38 明和８・３ 1771 成相組下鳥羽村
田畑反別分帳

成相組下鳥羽村
庄屋　安右衛門
外３人

木下忠七外３人 縦帳  高４６５石２斗２升２合これを田畑等級
別に書上げたもの

リ-30 安永６・４ 1777 安曇郡
長尾組何村田畑高反別書上帳

長尾組何村
庄屋　与頭　長百姓

縦帳 田畑の等級・面積・高等を記す。案文

イ-84 安永６・１０ 1777 成相組下鳥羽村田畑反別分帳 庄屋
安右衛門外３人

堀江領太夫外３人 縦帳 田畑の格付ごとに高と反別を記してい
る。

イ-85 安永９・１１ 1780 子年田畑御竿反畝御改書上帳
伴右衛門組

横帳 伴右衛門組の各人について、田畑の
格付と反別・分籾の高を記している。
１０戸分

イ-86 安永９・１２ 1780 田畑反畝分籾書上帳
平兵衛組

横帳 平兵衛組の各人について、田畑の格
付と反別・分籾の高を記している。１０
戸分

イ-88 安永９・１２ 1780 田畑反畝分籾書上帳 保高組吉野村入作
勝五郎

横帳 勝五郎の耕作している入作１１筆の田
畑の反別と分籾を記す。

ホ-45 安永９．１２ 1780 田畑反畝分籾書上帳 成相組上鳥羽村
幸治郎

横帳 人別に田畑の一筆ごとの面積と分籾
記載

ホ-46 安永９・１２ 1780 田畑反畝分籾書上帳 嘉右衛門組 横帳 人別に田畑の一筆ごとの面積と分籾
記載

イ-92 安永９・１２ 1780 田畑反畝分籾書上帳 作野右衛門組 横帳

ホ-47 安永１０・２ 1781 反畝分籾書上帳 杢右衛門組 横帳 人別に田畑の一筆ごとの面積と分籾
の記載
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土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 検地1

ヌ-31 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村
田畑反畝歩并分籾書上帳

五人組頭　嘉右衛門 横帳 一部破損

ヌ-32 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村
田畑反畝歩并分籾書上帳

横帳 一部破損

ヌ-35 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村
田畑反畝歩并分籾書上帳

五人組頭　忠左衛門 横帳 一部破損

ト-49 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村田畑反畝歩并分籾
書上帳

五人組頭
佐野右衛門

横帳  １７人の人名と印あり。田畑の等級別
に記入している。一部破損

チ-3 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村田畑反畝歩
并分籾書上帳

五人組頭　伴右衛門
外１０人

横帳

チ-4 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村田畑反畝歩
并分籾書上帳

五人組頭　忠五郎外
１１人

横帳

チ-13 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村
田畑反畝歩并分籾書上帳

五人組頭外１１人 横帳 一部破損

チ-18 安永１０・３ 1781 成相組下鳥羽村
田畑反畝歩并分籾書上帳

庄屋　安右衛門
与頭　太右衛門

横帳 一部損傷

ハ-16 安永１０ 1781 田畑反分分籾書上帳 成相組下鳥羽村
五人組　忠五郎

横帳 忠五郎外五人組の田畑別分籾の書
上

リ-43 天明２・１ 1782 田畑反歩分籾御竿請共ニ改書出シ扣
帳

安右衛門 横帳 田畑反分合１丁９反１畝１５分

リ-44 天明２・１ 1782 田畑反歩分籾御竿請共ニ改書出シ扣
帳

安右衛門 横帳 田畑反歩合１丁４反９畝９分

リ-45 天明２・１ 1782 田畑反歩分籾御竿請共ニ改書出シ扣
帳

安右衛門 横帳 田畑反歩〆１丁４反９畝９分

ハ-5 寛政７・８ 1794 成相組下鳥羽村田方見取帳 成相組下鳥羽村
長百姓　七五郎
組頭　重四郎
庄屋　三郎右衛門

内山林左衛門
米山逸右衛門
伊藤猪野蔵
藤沼九郎之丞

縦帳 田１畝２７歩　藤右衛門

ハ-6 寛政７・８ 1794 成相組下鳥羽村田方見取帳
（当卯見取相改者也）

内山林左衛門
米山逸右衛門
伊藤猪野蔵
藤沼九郎之丞

縦帳

ル-30 寛政９・
１２・８

1797 田畑引分ケ并分籾預方覚帳 古屋 横帳

チ-48 享和元・
１１

1801 成相組下鳥羽村田畑高（墨消）反別
書上帳　御扣

下鳥羽村
森左衛門外３人

？多村熊太夫外３人 縦帳  高４７３石４斗９合（５１町１反８畝２１
  歩）田方４２１石４斗７升９合畑方３２石

９斗８升９合
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土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 検地1

リ-32 享和元・
１１

1801 成相組下鳥羽村田方見取御改帳 成相組下鳥羽村
百姓代　庄右衛門　
長百姓　善左衛門外
１人
与頭　十四郎　庄屋　
冲治郎

喜多村熊太夫外３人 縦帳 堰添の田、２名分

ヌ-24 享和元・
１１

1801 成相組下鳥羽村田方見取帳 ？多村熊太夫外３人 縦帳

ハ-21 文化５・３ 1808 成相組下鳥羽村
田畑反別書上帳　控

庄屋
高山沖治郎外５人

安江左市兵衛外３人 縦帳   田畑諸永引〆２０石２斗６升４合田畑
 定納高合４５４石４斗６升８合

チ-11 文化１０・２ 1813 酉御高分ケ人別改帳 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳

チ-47 文化１０・３ 1813 成相組下鳥羽村田畑反別書上帳
控

下鳥羽村
庄屋　権右衛門
外４人

篠田武右衛門外３人 縦帳  田方４２９石７斗２升１合（３５町８反６畝
  ２４歩）畑方４９石９斗６升９合（１５町８

反９畝２１歩）
ホ-40 文政２・９ 1819 成相組下鳥羽村

田畑反別書上帳
下鳥羽村
庄屋　七左衛門
外３人

小栗助九郎外３人 縦帳  高４７９石６斗９升これを田畑等級別等
に、書上げたもの

ホ-39 文政１０・８ 1827 成相組下鳥羽村
田畑反別書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　丸山七左衛門
与頭　長百姓

松田勝太夫外３人 縦帳  高４７９石６斗９升これを田畑等級別等
に書上げたもの

リ-35 天保２・８ 1831 成相組下鳥羽村田畑反別書上帳 成相組下鳥羽村
長百姓　藤右衛門
与頭　惣左衛門
庄屋　丸山七左衛門

森善八外３人 縦帳 高５０６石６斗３升５合

リ-39 天保８・８ 1837 成相組下鳥羽村田畑反別書上帳 成相組下鳥羽村
長百姓　七五郎
与頭　惣左衛門
庄屋　丸山七之丞

岩井浦左衛門外３人 縦帳 高５０６石６斗３升５合

イ-67 天保１４ 1843 成相組下鳥羽村
田畑反別書上帳　控

庄屋　細田安右衛門
　　　丸山七之丞
与頭　長百姓　２人

高橋隆蔵外３人 縦帳

リ-40 天保１４ 1843 成相組下鳥羽村御見取書上帳 成相組下鳥羽村
長百姓　七五郎
与頭　惣左衛門
庄屋　細田安右衛門
　同　丸山七之丞

縦帳 畑〆６反３畝

ホ-41 嘉永２・１０ 1849 成相組下鳥羽村
田畑反別書上帳　控

縦帳  高５５３石３升９合これを田畑等級別等
に分け書上げたもの
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細田家文書

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 検地1

リ-41 嘉永２ 1849 成相組下鳥羽村御見取書上帳控 縦帳 畑〆６反３畝

チ-12 嘉永４・４ 1851 成相組下鳥羽村持高人別書上帳 横帳

ヘ-34 安政２・１０ 1855 持高控帳
（田の等級別面積・分籾の人別記録）

横帳

ホ-43 安政２・１１ 1855 成相組下鳥羽村
新切・切添・畑田成地引書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
外五名　立入２人

河野友六外４人 縦帳 地字・田畑等級・面積・竿請人氏名・
耕作者

ホ-42 安政２ 1855 （地引帳面） 成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
外５人　立入２人

牧野幸太外６人 縦帳 地字・田畑等級・面積・竿請人氏名・
耕作者

ヘ-43 安政２ 1855 御検地調集帳 庄屋　細田安右衛門 横帳 田畑の地字・等級・面積・耕作者を記
載

ハ-22 文久元 1861 成相組下鳥羽村
田畑反別書上帳　控

庄屋　細田権右衛門
外２人

縦帳  高５５７石２斗２升６合此反別６１町１反
２畝歩

ハ-23 慶応３ 1867 成相組下鳥羽村
田畑反別書上帳　控

庄屋　細田権右衛門
外２人

縦帳  高５５７石２斗２升５合此反別６１町１反
２畝歩

チ-52 明治６・９・
１０

1873 地券再カ調入用帳 副戸長　西澤藤衛 横半 日ごとに調査員の略称記録

チ-68 明治１０・
１１

1877 田畑畝歩控 細田権衛 横帳  地目・地番・面積・地価・所有者名末
尾に明治２１年１２月７日よりとして４件
追記あり。

チ-57 年代不詳 ― 成相組下鳥羽村村高数長（帳カ）
　　　　　　　　　権右衛門

綴  やや小型綴本、携帯用カ１ページに２
 人ずつ高記載５２人、４４７石７斗９升１

 合一部破損，享保１２年（１７２７）カ

チ-56 年代不詳 ― （人別高・田畑等級別面積） 綴  懐中用、縦１２ｃｍ横８．５ｃｍ折本両面
記載　小型折本

チ-58 年代不詳 ― （人別高） 綴  個人別高、紙片により逐年修正追記
美濃判半切を横に連続張り継ぎ、全

 長３ｍ８５ｃｍ程　紙継全面破損
リ-34 年代不詳 ― （下鳥羽村の田畑反別書上帳） 成相組下鳥羽村

百姓代４人
縦帳 田畑定納方４４２石８斗２升５合（高

４７９石６斗９升）

ハ-54 年代不詳 ― 下鳥羽村
諸上納物并□□帳・惣作地代合引・
高免引・水出引〆六冊入

袋 下記の６件収納
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細田家文書

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 検地1

ハ-55 年代不詳 ― （同）写　寛文六午御竿竿受
（竿受〆四十六人の写）

横帳

ハ-56 延享３・３ 1746 （同）成相与下鳥羽村未田方
堰代永引人別反歩帳

下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　定右衛門

横帳 分籾合１石８升５合

ハ-58 年代不詳 ― （同）奉願石高筆数之覚 何組何村 紙 石高筆数の書式（雛形）

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 新切検地等2

ロ-5 寛文６・３・
１１

1666 信州安曇郡
成相組下鳥羽村田畑検地帳
細田権右衛門控

渡辺九郎左衛門
高嶋治部右衛門
河村儀右衛門

縦帳  安永９庚子年正月寛文６年午ヨリ宝暦
８年迄９４年ニ成ル、

ロ-6 宝永２・８ 1705 寛文十三丑年ヨリ宝永二酉年迄
信州安曇郡
成相組下鳥羽邑新切検地帳

吉田甚五兵衛外３人 縦帳 右は明暦２より宝永６迄新切帳面全吟
味、此度合巻に認相渡者也、

ヌ-22 宝永６・８ 1709 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切検地帳

吉田甚五兵衛外３人 縦帳 寛文１３年～宝永２年までの新切検地
帳

ニ-10 元文２・９ 1737 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切検地帳
写

吉武勘右衛門外４人 縦帳 庄屋　写

ロ-7 元文２～寛
政８

1737 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切検地帳
庄屋　高山冲治郎写

縦帳  〆６冊合帳各冊に役人名あり。元文２
年（１７３７）～寛政８年（１７９６）

ロ-45 宝暦９・４ 1759 差上申證文之事（竿請證文） 幸右衛門外６１人 与頭　勝右衛門
庄屋　安右衛門

紙 一部破損

ハ-4 安永６・１０ 1777 成相組下鳥羽村
畑方新切見取帳
畑方切添御高入書上帳

庄屋　安右衛門
外３人

堀江領太夫外３人 縦帳  畑６畝１２歩　此籾６升４合下畑３畝１２
歩　分籾３升４合

ル-110 安永６・１０ 1777 成相組下鳥羽村畔竿願書上人別帳　
扣也

庄屋　安右衛門外３
人

堀江領太夫外３人 縦帳 一部破損

ロ-111 安永９・１１ 1780 乍恐口上書を以奉願上候御事
（入会場所等空地有、開削して田地等
ニ仕度許可願）

安右衛門外１１人 紙

ニ-12 天明３ 1783 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切検地帳

中村弥五兵衛外６人 縦帳   庄屋　権右衛門代写　扣一部虫食い
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細田家文書

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 新切検地等2

ニ-13 寛政元 1789 信州安曇郡
成相組下鳥羽村
新切・切添・斗代上検地帳

畔田彦四郎外６人 縦帳   庄屋　権右衛門代写　扣一部虫食い

ニ-14 寛政４ 1792 信州安曇郡
成相組下鳥羽村田方斗代上検地帳

神方新五左衛門
外６人

縦帳  庄屋　権右衛門代写　扣

ハ-1 寛政７・８ 1795 成相組下鳥羽村斗代上り御高入御改
帳

成相組下鳥羽村
長百姓　七五郎
与頭　重四郎
庄屋　三郎右衛門

内山林左衛門
米山逸右衛門
伊藤猪野蔵
藤沼九郎之丞

縦帳  ２斗３升８合　斗代上り一部虫食い

ニ-15 寛政８ 1796 信州安曇郡
成相組下鳥羽村斗代上検地帳

牧忠右衛門外６人 縦帳  庄屋　権右衛門代写　扣

ル-109 文化元 1804 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切・切添・斗代上
検地帳　九
庄屋　高山冲治郎写

牧忠右衛門外７人 縦帳

ロ-8 文化元 1804 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切・切添・斗代上
検地帳
庄屋　権右衛門代写控

牧忠右衛門外７人 縦帳

ホ-44 文化５・３ 1808 成相組下鳥羽村
定番堰掛切添・御高入御改帳控

成相組下鳥羽村
庄屋　高山冲次郎
外５人

小栗助九郎外３人 縦帳 人別に地字・田畑の一筆ごとの面積
等記載

ル-99 文化６ 1809 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切・切添・斗代上
検地帳　十
細田権右衛門控

牧忠右衛門外７人 縦帳

ロ-9 文化６ 1809 成相組下鳥羽村新切・切添・斗代上
検地帳
庄屋　権右衛門代写控

牧忠右衛門外７人 縦帳  ２口〆４石９斗５升８合

ロ-79 文政９・３ 1826 為取替證文之事
（屋敷続地面取替書）

本人　勝右衛門
受人　藤蔵
同断　忠右衛門

当村　安右衛門 紙

イ-48 文政１２・
１１

1829 成相組下鳥羽村
新切・切添・斗代上り御改帳

丸山七左衛門外２人 松田勝太夫外７人 縦帳

ロ-113 天保２・２ 1831 地替申證文之事 成相組下鳥羽村
地主　孫右衛門
口入　留蔵外２人

当村　安右衛門 紙 覚之丞堰境ニ私勝手ニ付立合の上地
替仕り、此堰代金として金子１分貴殿
方より請取候、
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細田家文書

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 新切検地等2

ロ-152 天保６・４ 1835 取替證文之事
（上田八セ６歩、私共勝手ニ付御田地
引替仕処実正也）

成相組下鳥羽村
常三郎
口入請人　元右衛門
同断　勝右衛門

當村　安右衛門 紙

ロ-115 天保９・３ 1838 取替證文之事
（上畑四畝十二歩、分籾三斗八合目
の処、田地畦端草木迄同じ面積の場
所取替申処実正也）

成相組下鳥羽村
地主　弥五郎
受人　勝右衛門
口入　日光寺
外１人

当村　細田安右衛門 紙

ロ-131 天保９・３ 1838 御田地取替證文之事
（上畑四畝十二歩の所と堰添上田畑
四畝十二歩の所、畔端竹木共残らず
相添え取替申し候、）

成相組下鳥羽村
地主　弥五太郎
請人　勝右衛門
口入受人　日光寺

当村　細田安右衛門 紙

ル-100 天保１０・９ 1839 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切・切添・斗代上り
検地帳　十一
細田権右衛門控

柴田獄之助 縦帳

イ-49 天保１０・
１１

1839 成相組下鳥羽村
新切・切添・斗代上り・見取
御高入改帳

庄屋　細田安右衛門
外３人

横内代右衛門外７人 縦帳

ロ-193 天保１３・７ 1842 為取替證文之事
（貴殿所持之場所と家等所持之場所
と対談之上地替致候、用水引取双方
最合致すべく候）

成相組上鳥羽村
平吉
同組同村證人
米吉

同組下鳥羽村
細田安右衛門

紙

ル-101 嘉永元 1848 信州安曇郡
成相組下鳥羽村新切・切添・斗代上
検地帳　十二　控
細田権右衛門控

神尾？作外 縦帳

リ-37 安政２・１０ 1855 成相組下鳥羽村
新切・切添・畑田成地引書上帳扣

成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
外５人
町村立入庄屋　与五
兵衛
保高組重柳村庄屋　
等々力門十郎

飯尾孝兵衛外３人 縦帳

イ-46 安政２・１１ 1855 成相組下鳥羽村日々間数判請帳 縦帳 地番・等級・間数を人別に記録

イ-47 安政４ 1857 信州安曇郡成相組下鳥羽村
新切・切添・斗代上り検地帳

細田権右衛門扣 水野伊左衛門外３人 縦帳
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細田家文書

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 新切検地等2

ハ-9 文久元 1861 成相組下鳥羽村
新切・切添・斗代上り書上帳
控

庄屋
細田権右衛門外４人

縦帳  庄屋外４人が立合内見仕地引帳面差
上奉り候、

イ-50 元治元 1864 信州安曇郡成相組下鳥羽村
新切・切添・斗代上り検地帳控

細田権右衛門 神方新五左衛門
外４人

縦帳

ハ-29 享和元・
１１

1801 （同）成相組
下鳥羽村新切・切添・斗代上り御高入
御改帳

庄屋　冲次郎外４人 喜多村熊太夫外３人 縦帳

ハ-30 享和元・
１１

1801 （同）成相組
下鳥羽村永引反歩書上帳

庄屋　冲次郎外４人 喜多村熊太夫外４人 縦帳

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 出入3

ハ-28 文化５・４ 1808 下鳥羽村畔竿一件
反別帳
永引帳

高山冲次郎 袋 底部分破損

ロ-91 天保２・２ 1831 取替證文之事
（岩次郎所持の石境立してある場所の
中へは、桑の木にても植えることを認
めない）

下鳥羽村地主
岩次郎
世話人　覚左衛門

当村　安右衛門 紙

ロ-102 年代不詳 ― 墨引縄張立石境
（勝右衛門・八弥出入済口）

庄屋　丸山七之丞
同　　細田安右衛門
与頭　惣左衛門
五人組頭　覚左衛門

（郡所宛カ） 絵図・地図 墨引之通相違これ無く候、以上

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 地券等4

ヘ-13 明治５・５ 1872 地券調控帳坪返シ 細田 横半 人別に田畑等級別の持坪数記載

ト-30 明治５・
１１・２０

1872 地券調坪廻シ弐度〆控 細田 横半 場所・面積の確認

リ-69 明治７・３ 1874 田畑一筆限地引帳（控） 信濃国安曇郡下鳥羽
村
副戸長　細田権衛

筑摩縣権令
永山盛輝

横帳 地租改正に伴い、銘々持地の反別・
地価等を詳細に記したもの（１番～
１１６０番まで）

ト-32 明治７・４ 1874 地券取調日記録 旧日光寺ニテ 縦帳

43/79 ページ 安曇野市　教育委員会



細田家文書

土地

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

6 地券等4

ヘ-14 明治７・７ 1874 地券取調日記録 副戸長
細田権衛

横半

ハ-27 明治２４・
３・１

1891 田畑預方　控 細田新蔵 縦帳

リ-28 明治２４・
３・１

1891 他村田畑地價帳 細田新蔵扣 縦帳 地番・田畑面積・地価が列記

リ-27 明治２４・
３・１

1891 田畑地價帳 細田新蔵扣 縦帳 地番・田畑面積・地価が列記

リ-42 明治３７・
１１

1904 田畑預ケ方記録 細田 縦帳 預ケ方の氏名・地番・田畑面積・地価
等記録　縦帳（罫紙）

入会

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

8

チ-66 宝暦１３・４ 1763 下鳥羽村入会原論所諸入用帳 横帳

リ-53 明和元 1764 田沢山出入ニ付出銭出入 横半 田沢山出入についての内容が記載さ
 れている。下鳥羽の割分は２両１４８文

一部破損
ル-83 明和８・３ 1771 入合原人別割賦帳 横帳 入合原を個人持高に準じて割付けた

明細書

ル-118 文化７・８ 1810 烏川山出入日記帳 下鳥羽村
庄屋　高山沖治郎
組頭　権右衛門

横半 下鳥羽村の４人が、岩原村山ノ神周
辺の入会原で薪ぼやを伐採したとこ
ろ、苅敷を荒らしたと訴えられた一件

ホ-68 年代不詳 ― 田沢山出入ニ□諸入用割賦帳 成相組　保高組　　岡
田組

横帳 銭の総額と村々並びに人別割賦の記
載

金融

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

9

ル-124 安永３～４ 1774 （金銭出納帳） 横帳 安永３年（１７７４）～４年（１７７５）

ト-52 文政１１・１ 1821 金銀出入帳 成相組下鳥羽村
細田権右江門

縦帳

イ-51 文政１２・
１２・７

1829 金銀出入帳 成相組下鳥羽村
細田安右衛門

横帳 文政１２年１２月より天保１２年に至る
金銭出入りを記す。極月の分、特に多
し。
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金融

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

9

チ-45 天保１０・
７・２４

1839 金銀出入日記萬控帳 下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門

横帳 表紙共１００丁、内８８丁使用済の紙の
裏面利用

チ-8 万延２・１ 1861 金銀出入控帳 細田権右衛門 横帳 金銀出納簿

リ-61 年代不詳 ― 無尽扣所 横帳 無尽記録

売買

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

10

リ-54 明和３・１１ 1766 戌年酒通之御帳 横半  蔵元ごとに入用数量記載。惣〆１石６
升７合

ヘ-60 明和５・１１ 1768 子御通取覚帳（酒通書出シ） 横半

ロ-53 安永３・１２ 1774 譲り渡シ申林之事 地主　定兵衛　口入　
藤八　長百姓　半平
与頭　長三郎　庄屋　
安右衛門

當村　源五郎 紙 松林１ケ所百坪、代金２分、此金当暮
支払方ニ使用

ロ-146 安永５・２ 1776 譲り渡申田地之事 楡村
譲り主　伝右衛門　口
入　勘五郎
長百姓　組頭　庄屋　
彦治郎

同村　常右衛門 紙 上田６畝２１歩、中田４畝歩、分籾１石
６斗３升２合、代金１分慥ニ受取上納
金ニ差上仕候、

ロ-40 天明４・１２ 1784 譲り渡シ申田地證文之事 下鳥羽村
譲り主　覚平治
相地　善左衛門外５
人

上鳥羽村　利右衛門 紙 奥書あり。

ロ-126 享和元・９ 1801 相渡シ申松原之事 下鳥羽村
譲主　幾太郎
請人　平左右衛門
外３人

上鳥羽村　圓吉 紙 宮之南端分地原３２０坪強割地松林
貴殿江譲渡し、代金１両３分只今受取
当御上納金ニ相立申候、

ロ-147 文化５・１２ 1808 譲り渡申田地之事 下鳥羽村
譲り主　良右衛門
請人　留蔵外５人

當村　治郎右衛門 紙 ３筆〆１石４斗７升７合目之所、金子
１６両受取上納金に差上申所実正ニ

 御座候、入筆・裏書あり。
ロ-59 文化１０・

１１
1813 譲り渡申田地之事 成相組下鳥羽村

譲り主　文蔵
請人　林蔵外５人

飯田新右衛門 紙 下々田２筆〆２畝３歩、地所譲渡代金
 １１両請取、当御定納金ニ相立申候、

入筆・裏書あり。
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

10

ロ-148 文化１０・
１１

1813 譲り渡申田地之事 成相組下鳥羽村
譲り主　林蔵
請人　文蔵外５人

飯田新右衛門 紙 下々田２畝３歩、１０両請取上納金相
 立申候、入筆・裏書あり。

ロ-58 文化１２・
１１

1815 譲り渡シ申田地并林證文之事 成相組下鳥羽村
譲り主　弥惣治
受人　八右衛門外３
人

当村　勝之丞 紙 下々田９畝歩、林１ケ所譲り渡し、５両
 ３分受取御定納ニ相立申候、裏書あ

り。

ロ-90 文政元・
１２

1818 譲渡申田地之事 譲り主　勝右衛門
請人　倉之丞外４人

當村　勝之丞 紙 中田１畝３分、代金７両２分、御上納ニ
 相立申譲渡致候、裏書あり。

ロ-182 文政２・１２ 1819 譲り渡申田地之事
入筆は卯年より丑年まで

譲主　幾太郎
請人　吉弥外１人
五人組　角左衛門
長百姓　藤右衛門

當村　勝之丞 紙 下々田６畝歩、譲り渡代金６両２分請
 取、此金子ハ定納金ニ相立候、裏書

あり。

ロ-127 文政１１・２ 1828 譲渡シ申書添之事 成相組下鳥羽村
譲り主　伊久太郎
請人　吉弥外１人

当村　弥須右衛門 紙 林１ケ所上鳥羽村圓吉殿より取返し、
貴殿方へ譲渡シ２両２分請取上納金
相立申候、

ロ-149 文政１３・２ 1830 譲り渡申御田地之事 下鳥羽村
譲り主　徳三郎
請人　吉弥外３人

當村　安右衛門 紙 上田１反６セ１２歩、代金として２両慥
 ニ請取上納金ニ差上申候、入筆・裏

書あり。
ロ-80 天保２・２ 1831 譲り渡申林之事 成相組下鳥羽村

譲り主　覚左衛門
請人　元右衛門
外１人

当村　安右衛門 紙 林１ケ所金子２両で御上納に相立申
候、境之儀は申立の通り

ロ-93 天保５・５ 1834 古證文江書添之事
（金三両、当十二月二十日限り元利共
ニ返済申すべく候）

成相組下鳥羽邑
借主　源吉
受人口入　勝右衛門

當村　安右衛門 紙

ロ-118 天保７・１１ 1836 御田地譲渡申證文之事 成相組下鳥羽村
譲主　浅五郎
口入人　孫左衛門

当邑　安右衛門 紙 此坪数３坪、代金３朱、御田地譲渡
申、只今慥ニ代金請取申候、

ロ-129 天保８・２ 1837 御田地證文之事
（境地二坪売渡し）

成相組下鳥羽邑
譲主　兼三郎
受人立入　勝右衛門

當村　安右衛門 紙 地所２坪其内立木３本、此処者年々
鉈ニ而枝打仕るべく候、此代金３朱慥
ニ請取申処実正也、

ロ-95 天保８・８ 1837 古證文江書添江之事
（古證文之通り田地譲り渡シ申代金七
両二分、御上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
譲り主　源吉母
受人　勝右衛門

當邑　安右衛門 紙
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売買

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

10

ロ-154 天保８・１２ 1837 御田地譲り渡申證（文）之事 成相組下鳥羽村
譲り主　冨右衛門御
家
組合請人惣代
作右衛門外４人

當村　細田安右衛門 紙 上田７セ１５歩、代金金子３両１分２朱
 受取上納金ニ差上申候、裏書あり。

ロ-97 天保８・１２ 1837 譲り渡し申林證文之事 成相組下鳥羽村
譲り主　源吉母
請人　勝右衛門
外２人

當村　細田安右衛門 紙 林１ケ所、代金４両也、当年御上納金
ニ差上申候、

ロ-82 天保９・１２ 1838 譲り渡申畑并林證文之事 下鳥羽村譲り主
孫右衛門
請人外３人

当村　細田安右衛門 紙  下々畑６畝３分１７両３分上納金ニ差
 上申、来ル亥春高分ケ渡シ申候、裏

書あり。
ロ-157 天保９・１２ 1838 譲り渡し申御田地之事 成相組下鳥羽村

譲り主　惣次郎
受人　元右衛門
外３人

當村　細田安右衛門 紙 下田３セ２７歩、譲り渡代金１１両請取
 上納金ニ差上申候、裏書あり。

ロ-136 天保１１・３ 1840 譲渡申證文之事 成相組下鳥羽村
譲主　民次郎
受人　五右衛門
外３人

當村　源蔵 紙 下々畑４畝歩、下々畑３畝歩２ケ所、
金子１３両３分慥ニ御上納金ニ差上申

 処実正也、裏書あり。

ロ-16 天保１２・
１２

1841 （包上　寺邑東　武兵衛）
質流地譲渡申畑之事

成相組下鳥羽村
譲主　武兵衛
受人　市之丞外３人

當村　細田安右衛門 紙  裏書あり。私　勝手に付…と云う武兵
衛詫文添付

ロ-162 天保１３・１ 1842 譲り渡申田地之事 成相組下鳥羽村
譲り主　林蔵
親類惣代請人
常三郎外４人

當村　細田安右衛門 紙 １反２１歩之地所畔端残らず譲渡、代
 金１３両２分当定納金相立申候、裏書

あり。

ロ-194 天保１４・
１１

1843 譲り渡申畑之事 譲り主　伴右衛門
受人　要右衛門
同断　梅次郎
長百姓　七五郎

當村　安右衛門 紙 下々畑９セ６歩、下々畑２１歩、下々畑
１畝１２歩、３筆田地譲り渡、金子１２両
請取上納役金等、貴殿方勤られ候、

ハ-39 天保１４・
１２

1843 永代売渡證文事 売主　惣左衛門
請人　弥惣衛門

細田安右衛門 紙  下々畑１反７畝歩分籾１斗７升

ロ-104 天保１４・
１２

1843 永代賣渡申證文之事 成相組下鳥羽村
売り主　惣左衛門
受人　弥惣右衛門

細田安右衛門 紙 下々畑１反７畝歩、金子２５両御上納
 金ニ相立候、写　裏書あり。

ロ-125 天保１４・
１２

1843 永代賣渡證文事 成相組下鳥羽村
売主　惣左衛門
請人　弥惣右衛門

細田安右衛門 紙 下々畑１反７畝歩、畔端共ニ残らず相
添地代金２５両請取、当上納金ニ相

 立申処実正也、裏書あり。
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

10

ロ-13 嘉永元・
１２

1848 質流地ニ譲渡申御田地之事 長尾組中萱村
譲り主　平兵衛
受人　仁兵衛外４人

成相組下鳥羽村
五郎蔵

紙 裏書あり。

ロ-205 嘉永６・１２ 1853 差出申一札之事
（別紙古證文一通、右の御田地代金
二十五両慥ニ請取候、寅年？御高諸
役其元ニ而御勤なさるべく候）

飯田村　本人　飯田
陸蔵　請人　飯田惣
左衛門
下鳥羽村申請人　金
弥　同断　代右衛門

下鳥羽村
為弥後家外組合衆中

紙

ロ-208 安政４・１２ 1857 質流譲渡申畑地之事 成相組下鳥羽村
譲主　岩次郎
受人　仁兵衛外４人

當村　細田権右衛門 紙 下々畑２畝１８歩、右之畑譲渡し、代
 金１１両慥ニ受取上納ニ相立申候、裏

書あり。

貸借

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

11

リ-94 天保４・１ 1833 金銀大福帳 信州成相組下鳥羽村
細田安右衛門

横帳 貸先名と金額・利息等の詳細が記さ
れている。

ロ-130 天保８・２ 1837 差出申一札之事
（御年貢籾〆四石五斗借用仕候、私
兄弟両人出精仕候而田地買入家作
仕、御上納籾返済仕候）

成相組下鳥羽村
借用主　おりん　お春
へ
由緒惣代　作右衛門
　外４人

當村庄屋
細田安右衛門
与頭　惣左衛門
長百姓　七五郎

紙

ロ-188 天保８・１２ 1837 差出申一札之事
（五人組由緒組合より上納不足籾と金
子、冨右衛門娘おそゑ助けるために
分割したもの）

成相組下鳥羽村
借用主　冨右衛門娘
　おそゑ
組合惣代受人　作右
衛門外３人

当村　細田安右衛門 紙 年貢籾１石（巳午両年相残り）金１歩
 時貸金右ハ由緒組合立会割賦仕候

処、私共子孫ニ至り御田地買入候而
家作仕り候節ニ至り上納仕候、

ロ-81 天保８・１２ 1837 差出申一札之事
（御年貢籾借用）

借主　おりん
同断　おすえ
由緒惣代　作右衛門
外４人

當村庄屋
細田安右衛門
与頭　惣左衛門
長百姓　七五郎

紙 御年貢籾２石８斗、御上納籾借用仕
候、

ホ-65 天保９・１ 1838 大福金銀貸控帳 細田安右衛門 横帳

チ-46 天保９・１２ 1838 大福金貸帳 成相組下鳥羽村
細田安右衛門照房

横帳  表紙共８８丁表紙破損

ト-55 天保１０・１ 1839 本村丸山指引勘定帳 細田扣 横帳 亥年から未年までの借用金の明細を
記入
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番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

11

ロ-64 弘化４・５ 1847 借用金子之事
（金十両ハ元金也、飯田堰水落一件
出入入用出金ニ差支、当月二十日限
一割利足で返金）

成相組下鳥羽村
借用主
庄屋　細田安右衛門
外組頭・長百姓３人

当村　萬四郎 紙 全面墨消し・消印

ロ-55 嘉永５・２ 1852 古證文之御田所江書添之事
（金子二両右古證文地所へ、利足一
割にて年々屹度御勘定申べく候）

下鳥羽村
借用主　庄五郎
受人　半五郎

當村　五郎蔵 紙

ロ-56 嘉永５・１０ 1852 願書願下ケ證文之事
（日光寺九十両借金返済一件）

成相組下鳥羽村
借用主　日光寺
庄屋　細田安右衛門
外３人

野々山又之助
村　権右衛門

紙 五人組頭・寺世話人・作世話人書入
證文

イ-52 文久４・１ 1864 金銀出入覺帳 細田権右衛門 横帳 文久４年正月より慶応２年８月までの
分を記す。

ロ-33 年代不詳・
１２

― 古證文江書添之事
（返済出来兼金子、亥年暮申年迄
延し下さるべく候）

惣左衛門 安右衛門 紙 亥１２

ル-50 年代不詳 ― （金銭の貸借カ） 横帳 月日・金額・名前のみが記載されてい
る。

質物

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考
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ロ-72 元文３・１２ 1738 質地入置田地之事
（下々畑一反一畝十五歩、元金七両
二分請取定納ニ相立申候）

畑主　つき
請人　市左衛門外３
人
与頭　定右衛門
庄屋　三郎兵衛

當村　源五郎 紙 添書あり。

ロ-78 文政元・２ 1818 借用申金子之事
（中田八畝十五歩書入）

借主　安之丞 勝之丞 紙 金５両元金也、当寅御上納金ニ相立
申、

ロ-47 文政４・１２ 1821 質地ニ譲渡證文之事 下鳥羽村
譲主　熊吉
受人　弥五右衛門
外３人
長百姓　藤右衛門

本村　七左衛門 紙  入筆之事当巳年？寅年迄１０ケ年之
内ニ元金返金及候ハヾ、地所御渡し
下さるべく候筈ニ相究メ申候、

ロ-116 文政９・１２ 1826 借用申金子之事
（金二十両、下々畑二筆分籾三斗目
書入）

下鳥羽村借主
惣左衛門
請人　忠右衛門

安右衛門 紙
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ロ-117 文政９・１２ 1826 借用申金子之事
（金二十両、下々畑二筆分籾三斗目
書入）

下鳥羽村
借主　惣左衛門
請人　忠右衛門

安右衛門 紙

ロ-134 天保３・１ 1832 質流地相渡申證文之事
（上田九畝六歩、質流地四両一分二
朱、請取上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質流主　冨左右衛門
　後家おや津
口入請人　勝右衛門
　外３人

當村　五郎蔵 紙 添書　年季中元利共返済出来候ハヾ
 田地證文共御渡し下さるべく候、裏書

 　庄屋　丸山七之允　　　与頭　惣左
衛門

ロ-60 天保３・１２ 1832 借用申金子之事
（金子二両ハ元金也、上畑二セ九分
之所書入仕、辰御上納ニ差上申候）

下鳥羽村
借用主　弥左衛門
請人　元右衛門

當村　安右衛門 紙

ロ-150 天保４・２ 1833 御田地高入質地證文之事 成相組下鳥羽村
借用主　兼三郎
常三郎外３人

當村　安右衛門 紙 下々田５セ６歩、質地ニ入申金子３両
 ２分慥ニ請取、尚上納金ニ差上申候、

裏書あり。
ロ-151 天保４・１２ 1833 御田地質地證文事

（上田一反歩、質地ニ入代金一両、上
納金ニ相立申候）

成相組下鳥羽村
借主　文蔵
受人　林蔵
組頭　長百姓

當村　安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七左衛門　　　与頭
　惣左衛門

ロ-92 天保４・１２ 1833 御田地質地證文之事
（下々田六畝歩、質代金トし而三両三
分、年季ハ未極月限り、利足一割二
分五厘、二年切返納）

成相組下鳥羽村
借主　源吉
受人　孫左衛門
同断　勝右衛門

當村　安右衛門 紙

ロ-109 天保５・１２ 1834 古證文江書添之事
（〆金六両二分三朱ハ元金也、残ら
ず質流ニ譲渡申候）

成相組下鳥羽村
譲主　徳三郎
受人　吉弥　外４人

當村　安右衛門 紙

ロ-114 天保５・１２ 1834 質流證文之事
（林一ケ所質流ニ譲渡、代金四両三
分請取申候）

成相組下鳥羽村
譲主　吉弥
受人　幾太郎　外３人

當村　安右衛門 紙

ロ-94 天保６・２ 1835 質流證文之事
（宮向堰添・男女沢堰添下々田二筆、
質流代金十二両一分ニ而譲渡申候）

成相組下鳥羽村
譲主　源吉
口入受人　勝右衛門
外受人２人　長百姓２
人

當村　安右衛門 紙  裏書　組頭　惣左衛門　　　庄屋　丸
山七左衛門

ロ-128 天保６・３ 1835 （包）御田地質地證文之事
（上田七畝十七歩、質地入置申代金
七両請取、御役金差上申候処実正
也、利足一割二分五厘相定）

成相組下鳥羽村
借用主　佐五右衛門
受人　市次郎　外４人

當邑　安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七左衛門　　　与頭
　惣左衛門
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ロ-183 天保７・１２ 1836 御田地質地證文之事
（上田一反歩、質代金三両請取上納
金ニ相立申候）

成相組下鳥羽村
質主　為弥
受人　文蔵　外２人

當邑　安右衛門 紙  入筆あり。裏書　庄屋　丸山七左衛門
 

ロ-29 天保７・１２ 1836 質地ニ入置申畑林之事
（下々畑十二歩、林一ケ所、質地代金
二両受取）

長尾組下中萱村　質
主　平兵衛
同断受人　仁兵衛　
外３人

成相組下鳥羽村　安
右衛門

紙 入筆文と裏書あり。

ロ-221 天保７・２ 1836 （同）
（境界図　右之通此境之義者墨引通り
少茂相違御座なく候）

長尾組下中萱村
平兵衛

成相組下鳥羽村
安右衛門

紙 質地ニ入置土地のために境界図をつ
け証明した。

ロ-184 天保８・１ 1837 御田地質地證文之事
（下田一反八セ歩、質代金十三両受
取申処実正也）

成相組下鳥羽村
質主　弥五太郎
受人　勝右衛門
外１人

當村　安右衛門 紙

ロ-186 天保８・１ 1837 質流證文之事
（上田一反一畝十五歩、質流地金子
四両一分三朱ニ而相渡シ申候）

成相組下鳥羽村
質主　勝右衛門
請人　倉之丞　外３人

當村　安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七左右衛門　　　組
頭　惣左右衛門

ロ-185 天保８・１ 1837 借用申證文之事
（金十両、私家屋敷残らず相添書入ニ
仕り借用候）

成相組下鳥羽村
借主　弥五太郎
受人　勝右衛門
外１人

當邑　安右衛門 紙

ロ-187 天保８・９ 1837 御田地質流ニ相渡申證文之事
（下田１反２畝１２歩、中田１畝３歩、質
流地代１５両請取上納金ニ相立申候）

成相組下鳥羽村　質
主　源吉母くめ
受人　勝右衛門　外３
人

當村　五郎蔵 紙

ロ-153 天保８・１０ 1837 御田地質流ニ相渡申證文之事
（二口田地質流ニ相渡、十五両請取
上納金ニ相立申処実正也）

成相組下鳥羽村
質主　源吉母
請人　勝右衛門
外３人

當村　五郎蔵 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　同　　細
 田安右衛門　　　与頭　惣左右衛門

ロ-119 天保８・１２ 1837 書添證文之事
（下々畑１反三セ三分・下々畑一反七
畝歩二筆、質地入置代金二十両請
取、上納差支十八両増金）

成相組下鳥羽村
質主　惣左衛門
請人　弥惣右衛門

安右衛門 紙

ロ-120 天保８・１２ 1837 書添證文之事
（金二十両、下々畑二筆分籾三斗目
書入）

成相組下鳥羽村
質主　惣左衛門
受人　弥曽右衛門

安右衛門 紙 控
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ロ-189 天保８・１２ 1837 質地證文之事
（上畑二セ九分、中田一セ十二分質
地ニ入、金七両二分上納金ニ差上申
候）

成相組下鳥羽村
質主　庄五郎
請人　亀十外３人

當村　細田安右衛門 紙  裏書　組頭　惣左右衛門　　　庄屋　
細田安右衛門

ロ-156 天保８・１２ 1837 御田地質流地ニ相渡申證文之事
（下々田二反三歩、立木林一ケ所、質
流地ニ相渡、代金十六両受取上納金
ニ差上申候）

譲主　俊治郎
受人　宇源治郎
外３人

細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之允　　　与頭　
惣左衛門

ロ-155 天保９・４ 1838 御田地古證文共ニ質地ニ入置申證文
之事
（下田一反三畝二十一歩、古證文之
通り田地質地ニ入置、二十両請取上
納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質主　留蔵孫おやつ
受人　弥五太郎
外３人

當村　五郎蔵 紙  裏書　庄屋　丸山七之允　　　同　　細
 田安右衛門　　　与頭　惣左衛門

ロ-39 天保９・４ 1838 古證文之御田地江書添江之事 成相組下鳥羽村
質主　善四郎
請人　重左衛門
外３人

当村　冨蔵 紙   裏書庄屋　細田安右衛門与頭　惣左
衛門

ロ-121 天保９・４ 1838 質流ニ相渡林之事
（竹・木共ニ残らず入置質代金一両一
分ニ而相改メ質流ニ相渡申候）

下鳥羽村　譲り主　浅
五郎
受人　岩治郎　外２人

當村　細田安右衛門 紙

ロ-158 天保９・４ 1838 （包）御田地質流證文之事
（上田六セ三歩、下々田五セ六歩、質
代金十五両二朱受取上納金差上申
候）

成相組下鳥羽村
譲主　兼三郎
受人　常三郎　外３人

當邑　細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之允　　　与頭　
惣左衛門

ロ-96 天保９・９ 1838 御田地質流地ニ相渡申證文之事
（二筆田地、質流ニ相渡十五両、御上
納金ニ指上申候）

成相組下鳥羽村　質
主　源吉
請人　勝右衛門　外３
人

當村　五郎蔵 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　組頭
　惣左衛門

ロ-132 天保１０・２ 1839 質地ニ入置申古證文江書添江之事
（別紙古證文墨引之通り、質地ニ入置
申地代金三十両受取上納金ニ差上
申、利足は一割。下作仕る）

成相組本村
質主　丸山七之丞

當組下鳥羽村
五郎蔵

紙  裏書　庄屋　丸山七之允　　　同　　細
田安右衛門

ロ-190 天保１０・３ 1839 質流書添江證文之事
（證文通譲渡代金として十六両二分請
取、上納金として差上申候）

成相組下鳥羽村
質主　弥五太郎
請人　勝右衛門
外３人

當邑　細田安右衛門 紙 入筆　金３分は、巳年酒肴代として受
 取申候、念書？置申し候、裏書　庄

 屋　丸山七之丞　　　同　細田安右衛
 門　　　与頭　惣左右衛門
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ロ-83 天保１０・４ 1839 古證文江書添江之事
（先年質入田地書添で、金３両を足し
都合１０両２分と相成候）

成相組下鳥羽村
借用主　庄五郎
受人亀重　外２人

當村　細田安右衛門 紙

ロ-137 天保１１・
１２

1840 借用申證文之事
（下畑一セ十五歩書入仕、代金二分
五匁二分五厘借用）

下鳥羽村
本人　市太郎
受人　五右衛門
外２人

細田安右衛門 紙

ロ-192 天保１１・
１２

1840 質地入置證文之事
（下々畑五畝分、此代金三分受取申
候）

下鳥羽村
借り主　源五郎
請人　五右衛門
五人組頭　孫左衛門

當村　細田安右衛門 紙

ロ-191 天保１１・
１２

1840 古證文江書添江之事
（上田一反歩、此地代金二両二分受
取、上納金差上申候、七ケ年季ニ元
金出来候ハバ田地證文共ニ御返シ下
さるべく候）

成相組下鳥羽村
譲主　為弥
受人　常三郎　外２人

當村　細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　与頭　
惣左右衛門

ロ-98 天保１２・２ 1841 古證文江書添江之事
（古證文之畑・林共ニ書入ニ仕、代金
八両二歩外ニ三両二歩、〆金十二両
借用仕候）

成相組下鳥羽村
借用主　覚左右衛門

當村　細田安右衛門 紙

ロ-103 天保１２・２ 1841 御田地質流地證文之事
（下々畑一反三畝三分、質地代金分
十八両上納金使用）

成相組下鳥羽村
質主　惣左衛門
受人　弥惣右衛門
外１人

細田安右衛門 紙 写　裏書あり。

ロ-122 天保１２・２ 1841 御田地質流地證文之事
（下々畑一反三畝三歩、畔端共残ら
ず相添、代十八両当上納金ニ差上申
処実正也）

成相組下鳥羽村
質主　惣左衛門
請人　弥惣右衛門
外１人

細田安右衛門 紙  裏書　与頭　惣左右衛門　　　庄屋　
 細田安右衛門　　　同　　丸山七之丞

ロ-123 天保１２・２ 1841 御田地質流證文之事
（下々畑一反三畝三歩、畔端共残ら
ず相添、代金十八両当御上納金ニ差
上申処実正也）

成相組下鳥羽村
質主　惣左衛門
請人　弥惣右衛門
外１人

細田安右衛門 紙

ロ-159 天保１２・２ 1841 質流地證文之事
（上田七セ十七歩二坪、古證文ニ田
地畔借共ニ添、年切ニ而質流地ニ相
渡申シ十一両二分ト七十四文受取上
納）

成相組下鳥羽村
譲主　佐五右衛門
受人　市太郎　外３人

細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　与頭　
惣左右衛門
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ロ-38 天保１２・
１２

1841 御田地古證文共ニ質流證文之事 成相組下鳥羽村
冨蔵　おや津
請人　弥五郎外３人

当村　五郎蔵 紙   裏書庄屋　丸山七之丞外２人裏下部
に村冨蔵孫やツとある。

ロ-160 天保１２・
１２

1841 質流地ニ譲渡申畑之事
（下田四畝歩、中畑二十一歩、質地流
代金十両受取上納金ニ相立候）

成相組下鳥羽村
譲り主　武兵衛
口入受人　市之丞外
３人

當村　細田安右衛門 紙 入筆之事に、地所の中に墓所につき
 添書あり。裏書　庄屋　丸山七之丞

 

　　　与頭　惣左衛門
ロ-99 天保１３・４ 1842 御田地質流相渡申證文之事

（入質の上田・中田２筆２４両２分請
取、当上納金差上申候）

成相組下鳥羽村
質流主　源吉母
請人　勝右衛門　外１
人
五人与頭　長百姓

當村　細田安右衛門 紙

ロ-163 天保１３・４ 1842 質流地ニ譲り渡申田地之事
（上田六セ歩、中田八セ二十一歩二
筆、質流地相渡地代十一両二分一朱
受取申処実正也）

成相組下鳥羽村
譲り主　源吉
受人　勝右衛門　外３
人

當村　細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　与頭　
惣左右衛門

ロ-17 天保１３・
１２

1842 （境地墨引絵図一枚） 成相組下鳥羽村
本人　藤五郎
相地受人外２人

當組本村
丸山七之丞

紙 右墨引之通少茂相違御座無く候以上
（添書）

ロ-18 天保１４・２ 1843 （同）質地ニ入置申古證文江書添江
之事

成相組本村
質主　丸山七之丞

当組下鳥羽村
五郎蔵

紙 墨引之通相違無く、古證文共ニ質地
ニ入、３０両慥ニ受取上納金ニ相立

 候、裏書あり。
ロ-19 弘化２・５ 1845 （同）質流地ニ相渡申古證文江書添

江之事
成相組本村
質主　丸山七之丞

當組下鳥羽村
五郎蔵

紙 裏書あり。

ロ-20 弘化２・５ 1845 （同）質流相渡申古證文江書添之事 成相組本村
質地主　丸山七之丞

同組下鳥羽村
五郎蔵

紙 代金３０両利足６両３分、外ニ拠無く増
金１０両合わせて４６両３分請取上納
金ニ相立候、

ロ-161 天保１３・
１２

1842 質流地ニ相渡申御田地之事
（中田一反七畝二十七歩、下田七畝
歩、下々田六畝歩、下々田一畝九
歩、質流地ニ相渡し、三十両受取上
納金ニ相立申候）

成相組下鳥羽村
譲主　藤五郎
受人　長右衛門
外３人

當組本村
丸山七之丞

紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　惣左右衛門

ロ-124 天保１４・
１２

1843 質流地相渡申證文之事
（下々畑一反七畝分、畔端共残らず
相添、此代金二十五両請取、当御上
納金不足ニ相立申処実正明白也）

成相組下鳥羽村
地主　惣左右衛門
請人　弥惣衛門
長百姓　七五郎

當村　細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　与頭　
惣左右衛門

54/79 ページ 安曇野市　教育委員会



細田家文書

質物

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

12

ロ-197 天保１５・２ 1844 質流地相渡申證文之事
（田二枚上田九畝六歩、質流地代金
四両一分二朱当御役金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
地主　冨左右衛門
口入請人　勝右衛門
外３人

細田安右衛門 紙  裏書あり。全面墨消、消印

ロ-135 天保１５・２ 1844 質流地ニ相渡申證文之事
（上田九畝六歩、質流地四両一分二
朱請取上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質主　冨左衛門
口入受人　勝右衛門
外１人

當村　五郎蔵 紙  控らしく印なし。添書あり。

ロ-67 天保１５・２ 1844 質流地ニ相渡申證文之事
（堰添田二枚上田九畝六分、畔添植
木共残らず相添渡申候）

成相組下鳥羽村
質地主　富左衛門
口入受人　勝右衛門
外３人

当村　五郎蔵 紙  入筆・裏書あり。全面墨消

ロ-70 天保１５・３ 1844 御田地質流相渡申證文之事
（下々田七畝銃八分、分籾六斗八合
之処、二十一両二分御上納金ニ差上
申候）

成相組下鳥羽村
質主　又兵衛
受人２人　五人与頭

當村　細田安右衛門 紙

ロ-84 天保１５・３ 1844 質流地相渡申證文之事裏書
（下々田七畝十八歩、質流地代金二
十一両一分請取高分仕候）

成相組下鳥羽村
地主　又兵衛
受人３人
長百姓　七五郎

當村　細田安右衛門 紙 添書　当辰３月より戌１２月２０日迄に
返済出来れば、此田地と證文共に返

  す。庄屋　丸山七之丞与頭　宗左衛
門

ロ-195 天保１５・３ 1844 質流地相渡申證文之事
（下田七畝十八歩、質流地代金二十
一両一分請取、御役金ニ差上申処実
正也）

成相組下鳥羽村
地主　又兵衛
請人口入　勝右衛門
外３人

當村　細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　同　　細
  田安右衛門　　　与頭　惣左右衛門入

筆あり。

ロ-196 天保１５・３ 1844 質流地相渡申證文之事
（下々田七畝十八歩、質流地代金二
十一両請取、御役金ニ相立申候）

成相組下鳥羽村
地主　又兵衛
請人　勝右衛門　同
断　倉太郎
五人組頭　覚左右衛
門

當村　細田安右衛門 紙 入筆年季之事

ロ-198 弘化元・
１２

1844 借用申證文之事
（金三両一分二朱四匁四厘、私居屋
敷残らず書入ニ仕候）

成相組下鳥羽村
借用主　為弥
受人　亀松

細田安右衛門 紙

ロ-27 弘化元・
１２

1844 御田地質流證文之事
（質地代金十二両一分、御上納金差
上申候、利足一割二分五厘、年々御
勘定申すべく候）

成相組下鳥羽村
貸主　庄五郎
受人　源三郎　外３人

細田安右衛門 紙   裏書庄屋　丸山七之丞同　細田安右
衛門外１人
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ロ-133 弘化２・５ 1845 質流地ニ相渡申古證文江書添江之
事
（〆四十六両三分受取、質流地ニ相
渡申候）

成相組本村
質主　丸山七之丞

當組下鳥羽村
五郎蔵

紙  天保１０年證文と一括入り裏書　庄屋
 　丸山七之允　　　同　　細田安右衛

 門　　　与頭１人

ロ-177 弘化３・１２ 1846 御田地質流地ニ譲り渡し申證文之事
（下々田一反一セ十五歩、立木林一
ケ所、地代金八十六両受取、上納金
御役金ニ差上申候）

譲主　俊治郎
受人　宇源治郎
外３人

細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　同　細
 田安右衛門　　　与頭　惣左右衛門

ロ-178 弘化４・２ 1847 御田地質流地譲渡申證文之事
（下々田二畝九歩、地代金三両二分
請取、上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
譲主　亀吉
請人　茂久治　外４人

當村　細田安右衛門 紙  裏書　庄屋　丸山七之丞　　　与頭　
惣左右衛門

ロ-32 嘉永３・１２ 1850 質地ニ入置申御田地之事
（下田四畝十五歩、質入代金十三両
一分上納ニ相立候）

成相組下鳥羽村
質主　千代蔵
請人　郷右衛門
外３人

当村　五郎蔵 紙  裏書庄屋　細田安右衛門

ロ-138 嘉永４・２ 1851 質地ニ入置申證文之事
（中田二筆一反七セ二十一歩、質地
入五両受取、当上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質地主　市治郎
請人　代八　外２人

下鳥羽村
細田安右衛門

紙

ロ-200 嘉永４・８・
２８

1851 借用申金子之事
（金五両借用申、此書入中田一セ十
二分）

下鳥羽村
借主　庄五郎
受人　源三郎
同断　市三郎

細田安右衛門 紙

ロ-201 嘉永４・１２ 1851 借用申金子之事
（金二両ハ元金也、慥ニ受取申候、伯
父様居屋敷書入仕候）

成相組新田町
法蔵寺内順孝
受人　源五郎

五郎蔵 紙

ロ-85 嘉永４・１２ 1851 質地ニ相渡申證文之事
（上畑二畝九歩、質地代金十両受取、
利足一割、年季は当亥より丑迄三年
季）

成相組下鳥羽村
質主　庄五郎
請人源三郎　外４人

当村　五郎蔵 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-105 嘉永４ 1851 乍恐奉願口上之覚
（畑入質、金子借用につき、証文に齟
齬あり）

成相組下鳥羽村
願主　惣兵衛

庄屋　丸山七之丞
与頭　什四郎

紙 天保１１丑年８ケ年入質仕り１８両借
用、天保１５年１反６畝歩１１ケ年の入
質金子２５両借用仕り候、　写

ロ-106 嘉永４ 1851 乍恐奉願口上之覚
（畑入質、金子借用につき、証文に齟
齬あり）

成相組下鳥羽村
願主　惣兵衛

庄屋　丸山七之丞
与頭　什四郎

紙 天保１１丑年下々畑１反３畝歩８ケ年
入質金子１８両借用。８ケ年以前天保
１５辰年下々畑１反６畝歩２５両借用申
候、　写
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ロ-199 嘉永４ 1851 御田地質流地證文之事
（下々田七セ十八歩、下々田一畝歩
質流地相渡シ二十二両二分受取当
御上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質主　弥五太郎
受人　冨左衛門
外３人

五郎蔵 紙  裏書　庄屋　丸山七之允　　　与頭　
惣左右衛門

ロ-87 嘉永５・２ 1852 （包）質流譲渡申御田地之事
（７筆田地水帳引合、其元へ譲渡、代
金５０両受取候）

長尾組中萱村入作
成相組本村　寄三郎
受人
松本和泉町　庄兵衛
　本村　十左衛門

成相組飯田村
喜右衛門

紙  添書あり、消線で５行消してある。裏書
あり。

ロ-108 嘉永５・２ 1852 乍恐奉願口上之覺
（出入願書　後家やつ不満）

成相組下鳥羽村
願人　栄吉後家屋津

庄屋　細田安右衛門
与頭　十四郎

紙 上鳥羽村勘五郎方より１８両借用、勘
五郎金子必要になり当村善四郎方よ
り２０両借用、それ以後の扱い不満　　
写

ロ-202 嘉永５・２ 1852 質流譲渡申御田地之事
（七筆、四反七畝四歩、水帳引合、代
金五十両慥ニ請取申候）

長尾組下中萱村入作
成相本村音三郎
受人　庄兵衛
同断　十左衛門

成相組下鳥羽村
細田安右衛門

紙   控裏書　庄屋　多田作左衛門　　　同
 　市兵衛外４人　　　長百姓　小松団

右衛門

ロ-203-1 嘉永５・４ 1852 質流譲渡申古證文江書添事
（古證文田地入置質地江増金として七
十両借用仕候、都合金百二十両也）

成相組本村
質主　音三郎
松本和泉町
受人　庄兵衛　同　中
町　九兵衛

成相組飯田村
喜右衛門

紙

ロ-203-2 嘉永５・４ 1852 （同）（質地流譲渡地境絵図） 成相組本村
質主　音三郎
松本和泉町
受人　庄兵衛　同　中
町　九兵衛

成相組飯田村
喜右衛門

紙

ロ-204 嘉永５・４ 1852 古證文江書添江之事
（中田二畝歩、古證文通り、増金二両
２分ニ而質地ニ入置）

成相組下鳥羽村
質地主　源五郎
受人　佐五右衛門
外２人

当村　権右衛門 紙 相改メ質地ニ入置増金２両２分と古證
文と合計７両２分受取役金上納。年季
６年、利足１割

ロ-140 嘉永５・９・
５

1852 乍恐奉願口上之覚
（畑質入で金子借用一件）

願人　惣兵衛 十四郎 紙 天保１２年、下々畑１反３セ３歩金子
１８両、天保１４年、下々畑１反６セ歩
金子２５両借用の件　切紙

ロ-107 嘉永５・９ 1852 乍恐奉願口上之覚
（畑入質、金子借用につき、証文に齟
齬あり）

成相組下鳥羽村
願主　惣兵衛

与頭　十四郎 紙 訴訟私親惣左衛門１２年以前天保１２
丑年と天保１４卯年２回質入致し合計
金４３両借用　　写
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ロ-86 嘉永５・１２ 1852 質地ニ相渡申證文之事
（上畑二畝九歩入置、地代金分二十
両受取上納金ニ相立、当子年～寅年
十二月二十日限三年期）

成相組下鳥羽村
質主　庄五郎
受人　源三郎　外４人

當村　権右衛門 紙  裏書　与頭　什四郎庄屋　細田安右
 衛門消印

ロ-164 嘉永６・３ 1853 質流地ニ相渡申御田地之？
（下田三畝十七歩、同一畝三歩二筆、
流地代二十五両三分受取申処実正
明白ニ候）

成相組下鳥羽村
譲主　梅右衛門
受人　杢右衛門
外４人

當村　権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
 　什四郎入筆あり。

ロ-141 嘉永６・５ 1853 質流地ニ相渡申證文之事
（下々畑九セ十五歩、質流地代金二
十八両二分受取上納金差上申、御高
書分ケ相渡シ申候）

質流地主　代蔵
口入受人　五右衛門
外１人
五人組頭　孫左衛門
長百姓　覚左衛門　
同断　七五郎

當村　権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-41 嘉永６・１２ 1853 （包）古證文墨引書添江證文共ニ質
地ニ入置申證文之事（質代金七十両
也）

長尾組中萱村入作
成相組飯田村
質主　喜右衛門
外受人２人

当組下鳥羽村
権右衛門

紙    裏書庄屋　多田佐左衛門同　市兵衛
同　治三右衛門外４人

ロ-206 嘉永７・２ 1854 御田地古證文共ニ質地ニ入置申證文
之事
（下々田二セ三歩、下田二セ二十七
歩、質地代金二十四両）

成相組下鳥羽村
本人　為弥後家
由緒惣代　常三郎
外３人

當村　権右衛門 紙

ロ-88 嘉永７・２ 1854 別紙證文之事
（質流地引渡證人）

成相組下鳥羽村
口入惣代　俊次郎
由緒惣代　倉太郎

当村　権右衛門 紙 勝右衛門一同御無心申候而、質流地
 ニ受人ニ相頼候処実正ニ御座候、印

掻取
ロ-166 嘉永７・２ 1854 質流地ニ相渡申證文之事

（上十五歩、質流地相渡、代金三十二
両受取上納金諸役儀ニ相立申処実
正也）

成相組下鳥羽村
流地渡主　勝右衛門
受人　倉太郎　外６人

當村　権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-30 安政元・２ 1854 質流地相渡申御田地之事
（下々畑四畝二十一歩、林一ケ所、質
流地代金五両一分受取御上納金ニ
差上申候）

長尾組下中萱村
質流主　平兵衛
受人　仁兵衛　外４人

成相組下鳥羽村
細田権右衛門
裏書庄屋　細田与右
衛門
与頭　什四郎

紙

ロ-207 嘉永７・２ 1854 質地證文之事
（下田二畝歩、質地ニ入置、金三両二
分受取当上納ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質主　為弥後家
受人　兼三郎　外２人

當村　権右衛門 紙
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ロ-165 嘉永７・１２ 1854 質流地相渡申御田地之？
（下々田二畝三歩、下二畝二十七歩、
質流相渡シ、二十四両受取上納金相
立申候）

成相組下鳥羽村
添人　為弥後家
由緒惣代　拓三郎
外５人

當村　権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-167 安政２・３ 1855 質流地ニ相渡シ申御田地之事
（下田一畝二十七歩、質代金八両二
分受取）

成相組下鳥羽村
本人　為弥後家
口入受人　萬吉
外４人

當村　権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-66 安政２・１２ 1855 質流地ニ相渡申畑證文之事
（下々畑七セ歩、質流地相渡金二十
両慥ニ受取候）

成相組下鳥羽村
本人　代蔵
受人　五右衛門
同五人組頭　孫左衛
門

当村　細田権右衛門 紙

ロ-89 安政２・１２ 1855 質流地證文之事
（上畑二畝九歩、質流地代金二十九
両一分、上納金ニ相立候）

成相組下鳥羽村
本人　庄五郎
受人　源三郎　外４人
　長百姓２人

當村　細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-142 安政２・１２ 1855 質流地ニ相渡申畑證文之事
（下々畑七セ歩、質流地ニ相渡シ代
金二十両受取申候、来辰春高分ケ致
相渡申候）

成相組下鳥羽村
本人　代蔵　請人　五
右衛門
同五人組頭　孫左衛
門
長百姓　覚左衛門　
同断　七五郎

當村　細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-144 安政３・２ 1856 質地證文之事
（下田１反９歩、代金９両上納金差上
申候、１回ニ而も利足滞候ハヽ質流地
ニ譲り渡候）

成相組下鳥羽村
質主　相三郎
受人　俊次郎外１人

當村　七之助 紙

ロ-168 安政３・７ 1856 質流申田地證文之事
（四口〆分籾一石九斗四升目之処、
質流ニ仕地代金七十八両受取当上
納ニ相立申候）

成相組下鳥羽村江入
作
質流主　久女之助
上鳥羽村
請人　治右衛門　外３
人

同組下鳥羽村
細田安右衛門

紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-143 安政３・１２ 1856 古證文江書添江之事
（私質物ニ相三郎？取置九両之田地
證文共質物ニ入置申候）

成相組下鳥羽村
質地主　孫左衛門
受人　政蔵

當村　細田権右衛門 紙 相すみと添書あり。
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質物

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

12

ロ-139 安政４・１２ 1857 質地相渡申證文之事
（私居屋敷家共残らず質物、二両二
分請取上納金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
質地主　市治郎
受人　五右衛門
外１人

當村　細田権右衛門 紙

ロ-169 安政４ 1857 質地入置證文之事
（下々田四畝三歩、代金十二両三分
二朱受取当上納金ニ差上申処実正
也）

成相組下鳥羽村
質地主　相三郎
受人　倉太郎　外４人

當村　細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-145 安政５・１ 1858 古證文江書添江之事
（古證文之下々田四畝三歩、巳年～
午年迄二ケ年季約束仕候処、拠無く
流地ニ相渡し申候）

成相組下鳥羽村
本人　相三郎
口入受人　孫左衛門
同断　元右衛門

當村　細田権右衛門 紙

ロ-170 安政５・１ 1858 質流地ニ相渡ス申證文之事
（下田一反九分質流地ニ相渡し、地代
金十八両一分受取上納諸役金ニ差
上申候）

成相組下鳥羽村
本人　相三郎
受人　倉太郎　外５人

當村　細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-171 安政５・１ 1858 質流地ニ相渡ス申證文之事
（上田九畝六歩、質流地ニ相渡し申地
代金十一両一分二朱受取上納諸役
金ニ差上申候）

成相組下鳥羽村
本人　相三郎
受人　倉太郎　外５人

當村　細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-172 安政５・１２ 1858 古證文江書添之事
（下田四セ十五歩、質地ニ入置代金
十三両一分請取、此度改メ上金二十
二両二分二朱受取〆三十五両三分
二朱ニ而右古證文御田地相渡し申
候）

成相組下鳥羽村
質流主　千代蔵
受人　元右衛門
外１人

當村　細田権右衛門 紙

ロ-173 安政７・２ 1860 質地證文之事
（下々田一反八セ二十一歩、質地入
置金四両受取上納金ニ相立申候、下
作年貢として銀二十四匁づゝ勘定仕
候）

成相組下鳥羽村
質地主　覚治郎
受人　萬吉
五人組頭　孫左衛門

當村　細田権右衛門 紙

ロ-174 安政７・２ 1860 質流地ニ相渡申御田地之事
（中田五セ二十七歩、下々田三セ二
十四歩、質流地代金十七両上納金ニ
差上申候、六年季之内ニ返金候ハバ
相渡申候）

成相組下鳥羽村
質地主　覚治郎
受人　万吉外３人

當村　細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎

ロ-175 安政７ 1860 質流ニ相渡申御田地之事
（中田二畝歩、質流地代金九両三分
一朱受取上納金ニ相立申候、当申春
高分ケ遣し申候）

成相組下鳥羽村
譲り主　九右衛門
受人　代蔵　外３人

細田権右衛門 紙  裏書　庄屋　細田安右衛門　　　与頭
　什四郎
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質物

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

12

ロ-37-1 文久２・２ 1862 質流相渡申御田地之事
（下々田六歩、代金百二十一両請取、
御上納金ニ相立申候）

成相組下鳥羽村
質流主　勝左衛門
受人　倉太郎　外４人

当村　細田権右衛門 紙   貼布書あり。裏書庄屋　細田権右衛
 門組頭　什四郎

ロ-37-2 年代不詳 ― （同）勝左衛門屋舗繪圖面 紙

ロ-179 明治２・９ 1869 書添申證文之事
（下々田一反八畝二十一歩、質地ニ
入十両二分三朱と一分七厘相成質ニ
相渡申候）

成相組下鳥羽村
本人　覚治郎
請人　萬吉
五人組頭　孫左衛門

紙

ロ-181-1 年代不詳 ― （質主永吉後家おくりの年々不足金を
書留たもの）

紙  本證文はない。嘉永５年以後のものら
しい。

助郷

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

17

ニ-42-1 文久３・３ 1863 洗馬・本山　助郷家男役人別割元帳 庄屋　細田権右衛門 横帳 洗馬・本山宿への助郷割当帳

ニ-42-2 文久３・３ 1863 （同）洗馬・本山　助郷高懸り人別割元
帳

庄屋　細田権右衛門 横帳

イ-69-1 文久３・
１２・２５

1863 軍夫人足代・本山宿助郷人足代御通
用拝借金割渡人別控帳

庄屋　細田権右衛門 横帳 村負担の諸入用の合計と、その費用
の人別割

イ-69-2 文久３・
１２・２５

1863 （同）軍夫人足代・助郷人足代　男役
家役割渡控帳

庄屋　細田権右衛門 横帳

ト-58 元治元・
１２・１３

1864 助郷ニ付、岩岡村庄屋太喜次江戸出
府惣代雑用割帳

庄屋　細田權右衛門 横帳 費用・月日・人別割

運輸

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

18

ロ-68 宝暦１３・５ 1763 差上申一札之事
（幕府への中馬村の実態調査の報告）

松平丹波守領分　信
州安曇郡下鳥羽村
名主　安右衛門
与頭　勝右衛門
百姓代

米倉幸内
高橋八十八

紙 馬数２１疋、作間ニ中馬稼仕候、

ロ-219 文化１１・９ 1814 乍恐奉願上口上之覚
（中馬願書、麻駄賃格別少ない）

長尾組　成相組
上野組　高出組
中馬総代７人
役人惣代４人

中沢権右衛門
丸山圓十郎
髙山格次郎

紙 仁科麻と他所麻中馬附送りにつき、駄
賃値上りして稼ぎが少なく、田地養い
も薄くなり困っている。
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運輸

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

18

ロ-57 文化１１・
１２

1814 差上申一札之事
（仲馬駄賃銀の争い）

御預所筑摩郡和田組
仲馬惣代　衣外村　
伊三郎
訴訟方　出川組今村
　定兵衛外２０人
相手方　松本本町　
遠州屋曽根原茂七外

御郡所 紙 御預所塩尻組外３組仲馬惣代衣外村
伊三郎、七日市場村彦兵衛、願書を
以て御願申上候一件

戸口

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

20

ニ-16 文化７・２ 1810 成相組下鳥羽村五人組連判帳 庄屋　高山沖治郎外
１人
大庄屋　川船武左衛
門

御郡所 縦半 家族の年齢・続柄・氏名・生所・宗派
の記載、後に増員・減員の覚書が付

  く。惣人数〆４６１人（男２３８人　女
 ２２３人）一部破損あり。

ハ-41 文化８・１ 1811 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

庄屋　権右衛門
組頭　惣兵衛
大庄屋　高山沖次郎

御郡所 縦半  惣人数〆４５８人（男２３２人　女２２６
 人）控　一部破損

ロ-3 文化９・１ 1812 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

成相組下鳥羽村
組頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門
大庄屋　高山冲治郎

御郡所 縦帳  惣人数４６４人（男２３６人　女２２８人）

ロ-2 文化１０・１ 1813 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

成相組下鳥羽村
与頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門
大庄屋　高山冲次郎

御郡所 縦帳  惣人数４７１人（男２４０人　女２３１人）

ハ-37 文化１０・１ 1813 宗門送り一札之事 成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛

當組熊倉村
庄屋　七左衛門

紙  破損のため拾い読み。さつ１９歳平吉
 妻ニ縁組、宗旨ハ代々安養寺旦那　

縦紙
ヌ-5 文化１１・１ 1814 信濃安曇郡

成相組下鳥羽村五人組連判帳
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛
大庄屋　高山格次郎

御郡所 縦帳  惣人数〆４８３人（男２４６人　女２３７
人）　写

ハ-42 文化１２・１ 1815 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛
大庄屋　高山格次郎

御郡所 縦半  惣人数〆４７６人（男２４３人　女２３３
 人）一部破損

ハ-43 天保８・２ 1837 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

庄屋　丸山七左衛門
与頭　惣左衛門
　　　　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆４９６人（男２４９人　女２４７
人）
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戸口

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

20

ハ-44 天保９・２ 1838 成相組下鳥羽村五人組連判帳 庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆４９１人（男２４７人　女２４４
人）

ニ-17 天保１０・２ 1839 成相組下鳥羽村五人組連判帳 庄屋　細田安右衛門
外１人
藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数４９１人（男２４５人　女２４６人）

ホ-33 天保１１・２ 1840 信州安曇郡
成相組下鳥羽邑五人組連判控帳

成相組下鳥羽村
与頭　惣左衛門
庄屋　細田安右衛門
　同　丸山七之丞　藤
森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５０８人（男２５５人　女２５３人）

ヘ-1 天保１２・２ 1841 信州安曇郡
成相組下鳥羽邑五人組連判帳

庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５０７人（男２５３人　女２５４人）

チ-1 天保１３・２ 1842 信州安曇郡
成相組下鳥羽邑五人組連判帳

庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆５０８人（男２５６人　女２５２
人）

チ-21 天保１４・１ 1843 夘去来人別證文控帳 下鳥羽村庄屋所 横帳 天保１４年に始まり、同１５年、弘化元
年以降嘉永まで記載

ヘ-2 天保１４・２ 1843 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

縦帳  惣人数５１１人（男２６２人　女２４９人）

ハ-45 天保１５・２ 1844 信州安曇郡
成相組下鳥羽邑五人組連判帳

庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆５１９人（男２６５人　女２５４
人）

ハ-46 弘化２・２ 1845 信州安曇郡
成相組下鳥羽邑五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋
藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆５５７人（男２８２人　女２７５
人）

ハ-47 弘化３・２ 1846 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋
藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆５５６（８カ）人（男２８６人　女
２７２人）

ヘ-3 弘化４・２ 1847 成相組下鳥羽邑五人組連判帳 庄屋　細田安右衛門
外３人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５５７人（男２８９人　女２６８人）

チ-20 弘化４・８・
１１

1847 未去来人別宗門御改帳 下鳥羽村庄屋所 横帳 表紙のみ１枚
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戸口

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

20

イ-1 弘化５・２ 1848 成相組下鳥羽村
五人組連判帳　控

下鳥羽村庄屋　細田
安右衛門　丸山七之
丞
与頭　大庄屋　藤森
善兵衛

御郡所 縦帳

ハ-48 嘉永２・２ 1849 成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外２人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆５６２人（男２８７人　女２７５
人）

ニ-18 嘉永３・２ 1850 成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外１人

御郡所 縦帳  惣人数５６２人（男２９５人　女２７７人）

ハ-49 嘉永４・２ 1851 成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外２人

御郡所 縦帳  惣人数〆５６８人（男２８６人　女２８２
人）

ニ-21 嘉永５・２ 1852 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外１人

縦帳  惣人数５７８人（男２９２人　女２８６人）

ヌ-23 嘉永６・２ 1853 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳控

庄屋　細田安右衛門
与頭　十四郎

縦帳  惣人数〆５７３人（男２９７人　女２７６
人）

ハ-50 嘉永７・２ 1854 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外１人

縦帳  惣人数〆５６７人（男２９７人　女２７０
人）

ハ-51 安政２・２ 1855 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外１人

縦帳  惣人数〆５６９人（男３００人　女２６９
人）

リ-26 安政３・２ 1856 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判控帳

庄屋　細田安右衛門
与頭　十四郎

縦帳  惣人数〆５６７人（男２９６人　女２７１
人）

ヘ-4 安政４・２ 1857 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳　控

庄屋　細田安右衛門
与頭　十四郎
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５６３人（男２９３人　女２７０人）

ロ-4 安政５・２ 1858 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳控

縦帳  惣人数５６４人（男２９１人　女２７３人）

ト-25 安政６・２ 1859 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判控帳

庄屋　細田安右衛門
与頭　十四郎
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数〆５６２人（男２９０人　女２７２
人）

ハ-52 安政７・２ 1860 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
控

庄屋　細田安右衛門
外１人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５６６人（男２９１人　女２７５人）
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戸口

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

20

ヘ-5 万延２・２ 1861 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳　扣

庄屋　細田権右衛門
与頭　十四郎
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５６３人（男２９０人　女２７３人）

ニ-19 文久２・２ 1862 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
扣

庄屋　細田権右衛門
外１人
大庄屋　藤森善太夫

御郡所 縦帳  惣人数５６７人（男２９１人　女２７６人）

ロ-12 文久２・５ 1862 不縁宗門送一札之事 成相組下鳥羽村
与頭　十四郎
庄屋　細田権右衛門

保高組白金村
庄屋　望月？代藏
組頭　清十

紙 當村金五郎娵里き１８才、不縁ニ付親
元江差戻度願出

チ-2 文久３・２ 1863 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳　扣

庄屋　細田権右衛門
与頭　十四郎
大庄屋　藤森善兵衛

御郡所 縦帳  惣人数〆５６８人（男２９５人　女２７３
人）

ハ-53 文久４・２ 1864 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
扣

庄屋　細田権右衛門
外１人
大庄屋　藤森善兵衛

御郡所 縦帳  惣人数〆５６２人（男２９０人　女２７２
人）

イ-2 元治２・２ 1865 信州安曇郡
成相組下鳥羽村
五人組連判帳　扣

庄屋　細田権右衛門
与頭
大庄屋　藤森善兵衛

御郡所 縦帳

ニ-20 慶応２・２ 1866 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳
扣

庄屋　細田権右衛門
外１人
大庄屋　藤森善兵衛

御郡所 縦帳  惣人数５５８人（男２８７人　女２７１人）

ヌ-21 慶応３・３ 1867 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳

庄屋　細田権右衛門
組頭　東右衛門
大庄屋　藤森善兵衛

御郡所 縦帳  惣人数〆５４７人（男２８３人　女２６４
人）

リ-25 慶応４・２ 1868 信州安曇郡
成相組下鳥羽村五人組連判帳　扣

庄屋　細田権十郎外
３人
大庄屋　藤森善兵衛

御郡所 縦帳  惣人数〆５４２人（男２７７人　女２６５
人）

ホ-76 年代不詳 ― （状）（宗門帳・増減帳共ニ持たせ差上
申候）

紙

農業

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

21

ロ-210 文化１１・３ 1814 差上申一札之事
（田方養ひニ石灰用いる事停止のとこ
ろ、一駄分を買った為右衛門の詫び
状）

成相組下鳥羽村
為右衛門

尾藤小七郎
髙嶋忠之丞

紙   奥書下鳥羽村庄屋　権右衛門　　　　
与頭　惣兵衛

ル-85 元治２・４ 1865 古鎌取集人別控帳 下鳥羽村
庄屋　細田権右衛門

横帳  古鎌収集出役人名控１貫６５０目、親
方へ差上
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農業

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

21

ル-84 慶応４・７ 1868 村方古鎌取集控帳 庄屋　細田権十郎 横帳  古鎌の取集めに出役した者の控１貫
５８０目、親方へ差上

ロ-220 年代不詳 ― 覚（苅敷草柴等御料四ケ村入会山より
引取
薪山柴ぼやからす川より）

紙  田地養用水堰掛り髙４１７石６斗６升３
合　田方

ホ-71 年代不詳 ― 覚
（かじやからの品物の代金通知）

かじやカ 細田御氏 紙 金額と品名の記載　破損大

小作

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

24

ル-86-1 文政１０・８ 1827 田畑預ケ方下作人別帳 下鳥羽村
細田安右衛門

横帳

ル-86-2 天保１５・
１０・２０

1844 （同）田畑預方人別下作覺帳 下鳥羽村
細田安右衛門

横帳

ロ-28 嘉永元・
１２

1848 為取替一札之事
（宮北畑１枚、御年貢五斗ニ而御預り
申候、万一右御年貢滞さるべく候ハヾ
田地貴殿方へ御引取）

長尾組中萱村
平兵衛

成相組下鳥羽村
細田安右衛門

紙

ロ-63 明治５・９ 1872 小作證文之事
（書き方見本）

安曇郡中萱村
小作人　何野五ろ衛
門
受人２人

安曇郡下鳥羽村
細田権右衛門

紙 地面小字・面積・年貢等取極、５ケ年
の間預り申候、滞り候節ハ地所御返
納致す。

ト-59 明治１７・
１０

1884 申年貢預ケ方書抜帳 細田新蔵 縦帳 人別に数量等記入

畜産

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

26

ル-73 文化１０・３ 1813 成相組下鳥羽村孕馬書上帳 成相組下鳥羽村
組頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

御馬御役人 横帳 孕馬改を行ったところ、藤右衛門のと
ころに一疋あっただけであるとの報告
書

チ-54 年代不詳 ― 御尋ニ付奉申上候
（馬数の報告書）

松平丹波守領分　信
州安曇郡下鳥羽村
名主　安右衛門
与頭　長三郎
百姓代　半平

御普請役
菊地惣内　中村丈助

紙 計２１匹の内９匹農耕馬、１２匹中馬用
（往来地域別内訳あり）
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林業

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

27

ロ-101 嘉永５・１２ 1852 覚（漆植付と漆掻の鑑札、苗木代金、
漆は宝木である等）

（郡所カ） 紙

ホ-75 ４月５日 ― （下鳥羽村より極印願が出ており、そ
のため馬二疋と宿を用意するようにと
の指示）

中野長太夫外１人 下鳥羽村
庄屋　組頭

紙

手工業

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

30

ロ-61 天保１３・４ 1842 差上申一札之事
（紺屋商売仕度、一ケ年金子一両宛
御運上差上申候）

成相組下鳥羽村
当人　亀吉
受人　秀蔵
五人組頭　伴右衛門

当村庄屋
丸山七之丞
同　細田安右衛門
与頭　惣左衛門

紙

リ-60 年代不詳 ― （車屋善右衛門外水車利用で精米・
製粉など作業したものの数量等の記
録）

横帳

商業

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

34

ロ-35 享和３・９ 1803 口銭出入内済證文　内済一札之事
（松本町附出口銭、近来猥之取計ひ
一統難渋これ有るニ付）

松本町問屋　倉品七
郎左衛門
大町組外十二組惣代
２人ずつ
？人本町肝煎３人

紙

ロ-218 文化１０・
１０

1813 差出申一札之事
（居酒屋禁止承知仕候処、心得違ニ
而少々宛村方へ小座売仕候）

成相組下鳥羽村
本人　市野右衛門
組合惣代　八右衛門

当村　御役人衆中 紙 案文カ

ロ-76 文政７・８ 1824 差上申一札之事
（金物商売・かぶ并帳面名前共ニ合十
両で譲り請申候）

行受人
高田屋茂兵衛
口入　　弥兵衛

大和屋　新兵衛 紙

ロ-216 天保２・１２ 1831 覚（為金三分二朱ト六百三十四文見
世貸シ色々〆髙、三ケ年之間貸シ延
引ニ相成候得共、間違無く残らず請
取）

増蔵 安右衛門 紙
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商業

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

34

ロ-75 天保８・１０ 1837 奉願口上之覚
（年来縞織立仕候得共、元手落ニ而
手広ニ織立出来兼、今般産物懸り町
役人一手ニ取扱、織立縞他江売買停
止一件）

成相組下鳥羽村
願主　勝右衛門　受
人２人
与頭　宗左衛門
庄屋　細田安右衛門

産物御役所 紙

ホ-72 明治２６・
１１

1893 鶏卵之記 横半 鶏卵の生産と売買の記録

ロ-181-2 年代不詳 ― 差上申一札之事
（七品、五刕之内附拂賣掛申候）

紙

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 願書1

ロ-51 寛政１１・２ 1799 乍恐奉願上口上之覚
（勘左衛門堰掘替、私所持下鳥羽・上
鳥羽村の田地江新掘仰付られ、田地
取上られ難渋ニ付上申案文）

成相組下鳥羽村
願主　弥左衛門

冲次郎
重四郎

紙

ロ-50 文化２・１２ 1805 乍恐奉願口上之覺
（鳥羽一筋順水堀立ニ付御願）

成相組下鳥羽村
願主　井掛り惣代
七五郎外１４人

庄屋　高山冲次郎
与頭　権右衛門

紙

ロ-211 嘉永２・５ 1849 差出申一札之事
（拾ケ村新堰通船願）

保高組柏原村　願人
　利兵衛
同　等々力孫右衛門
外庄屋２人　組頭２人

下鳥羽村　御役人衆
中

紙 拾ケ村新堰へ通船したいので、祝沢
懸樋１か所通船通行の折だけ懸逃し
たく、もちろん汚損した時修理します。

ホ-26 嘉永４・２ 1851 差出申規定書之事
（新しく引水＜梓川口より＞するため、
井掛り村々に迷惑はかけない旨の文
書）

願人　長百姓
小澤治郎外１人

関係近隣村
下村外二十一ケ村
（成相組上鳥羽村）
鳥羽三郎左衛門が預
る（墨書）

紙

ロ-14 嘉永５・
１１・１０

1852 奉願口上之覚
（飯田堰呑水拂底ニ而、両村堰廻り一
存ニ而用水口掘一件）

成相組下鳥羽村　小
前惣代　藤右衛門　
外１０人
上鳥羽村小前惣代　
利右衛門　外７人

下鳥羽村庄屋　細田
安右衛門
上鳥羽村庄屋　鳥羽
三郎右衛門

紙
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水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 願書1

ロ-112 嘉永５・
１１・１０

1852 奉願口上之覚
（飯田堰呑水拂底ニ而、両村堰廻り一
存ニ而用水口掘一件）

成相組下鳥羽村
小前惣代　藤右衛門
　外１０人
上鳥羽村小前惣代　
利右衛門　外７人

下鳥羽村庄屋　細田
安右衛門
与頭　十四郎
上鳥羽村庄屋　鳥羽
三郎右衛門
与頭　吉左衛門

紙

ロ-110 安政３・３ 1856 乍恐奉歎願口上之覚
（私共用水堰についての願い）

下・上鳥羽村惣代
俊次郎　外４人

上・下鳥羽村庄屋
鳥羽三郎左衛門
外６人
大庄屋　藤森善大夫

紙 両鳥羽村村役人７人連？

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請目論見・仕様2

ル-51 文化３・３ 1806 両鳥羽・真々部用水堰目論見帳 下鳥羽村　権右衛門
控

横帳 下鳥羽大樋から飯田分口まで２堰１，
７２６間の区画ごとの内訳

ル-66 文化１３・２ 1816 成相組下鳥羽村地内
新堰樋橋木積り書上帳

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
組頭　惣兵衛

横帳 底樋・橋梁等１０ケ所の所要資材（材
木）の書出し

ホ-77 年代不詳 ― 保高組・長尾組・成相組　
新堰堀潰書上帳　樋橋代銭書上帳
（袋のみ）

袋

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請割・堰普請人足等3

チ-36 宝暦８・８ 1758 嶋立組三溝村寄夫出人足帳 横帳  寄合普請（＝寄夫）人足帳　作業内容
不明

ル-48 宝暦１０・２ 1760 上野組・長尾組寄合奴留堰寄夫出人
足帳

横帳 寄普請の出面帳・人足諸事

ル-9 宝暦１０・７ 1760 保高組重柳村寄普請出入人足□ 庄屋　安□□□ 横帳 人足出面控　一部破損

ル-10 宝暦７・８ 1757 （同）真々部寄普請出人足并諸道具 横帳 人足出面・所要資材控

ヘ-54 明和４・９ 1767 普請人足書上帳 成相組真々部村・上
鳥羽村・下鳥羽村

横帳  宝暦７年～明和３年までの記録人足
〆４，６５０人　一部破損

ヘ-57 明和４・９ 1767 普請□（人カ）足書上帳 成相組下鳥羽村
庄屋　安右衛門
与頭　勝右衛門

藤森善兵衛 横帳  宝暦８年～明和３年人足書上帳惣〆
６７４人　一部破損
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水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請割・堰普請人足等3

ハ-12 安永３・８ 1774 下平瀬村寄夫□人足帳 川除普請宿町村
利兵衛

綴  惣人数３６６人一部破損

ル-13 安永８・２ 1779 村中普請相談勤人足面付帳 横帳

チ-53 文化４ 1807 中堀堰新□□　□□高并鳥羽堰井掛
人別帳

横帳 虫食い破損多く、一部判読困難

ル-77 文化１０・４ 1813 成相組　成相町村・新田町村・吉野村
新堰諸道具請取渡帳

下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 近隣２０ケ村へ堰普請の資材を割付
けた控

チ-38 文化１０・４ 1813 成相町村・新田町村・吉野村
最合新堰寄夫帳

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門扣

横半 拾ケ堰普請用資材の村別割当と人足
数

ル-6 文化１３・２ 1816 覚（建築用材の寸法別・用途別数量
の書出）

成相組下鳥羽村
組頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

横帳 虫食い

ロ-23-1 天保１２・１ 1841 村鍵役出人足控帳 成相組下鳥羽村
庄屋所

横帳 権七堰新堀、鳥羽村堰掘抜等、

ヘ-40 嘉永４・３ 1851 亥用水堰建設人別面附帳 下鳥羽村役元 横帳

ル-133 慶応２・７ 1866 覚（四ケ村組合用水出入々用割） 綴

ロ-229 慶応４・１ 1868 鍵役御普請諸事控帳 庄屋　細田権十郎 横帳 鍵役とは堰普請や道路直し等に出役
する役目のこと。現在でもカンヤクと呼
ばれている。

ル-11 年代不詳 ― （男女沢上樋口人足之覚・他） 横帳  人足出面他男女沢その他数ケ所の普
請場の出面控

ル-20 年代不詳 ― 任（注ヵ）文書上帳 請負　両鳥羽分
熊治郎

横帳 上鳥羽の往来山道、橋・箱上樋等の
資材発注控

ル-132 年代不詳 ― （三ケ村用水堰江飯田堰ヲ合水一件） （下鳥羽役元カ） 横半

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請入用4

リ-91 明和３・１２ 1766 組普請岩岡下平瀬両村
川除請人足銭割帳

横帳 外に屋丁ワリ銭人別覚もある。

ル-14 年代不詳 ― 子御普請軒役籾差出覚 横帳 子，安永８年（１７７９）カ

イ-90 安永９・１２ 1780 子年寄夫ふち籾割賦并村持地代相
味進割帳

横帳
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水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請入用4

ル-18 文化７・１０ 1810 熊倉橋掛替并東爪聖牛仕様并諸木
出し方諸色注文帳

横帳 橋の掛替及び牛木の設置工事に伴う
必要資材の発注控

ニ-38 文化１０・６ 1813 鳥羽堰浚堀并干水ニ付御出張諸入
用割

両鳥羽村・真々部村
役元

横帳 堰浚及び旱水（ひでり）の時、役人出
張費用割

ニ-48 文化１２ 1815 酉年川除諸道具代銭割 横帳 川除けに要した諸道具代を、高割・屋
丁割にしたもの

ル-12 文化１３・
３・２５

1816 新堰再堀之節樋橋注文請負代銀書
上帳

横帳 所要資材及び代銀の書出し帳

ニ-35 文化１３・３ 1816 成相組・保高組・長尾組　最合拾ケ村
新堰地、両鳥羽樋橋注文代附書上帳

庄屋 横帳

ニ-37 文化１３・３ 1816 樋橋仼（注）文帳 役元　扣 横帳 樋橋の諸木等の注文を控えた帳面。
表紙に「両鳥羽請負中」と記載

ル-16 文化１３・３ 1816 成相組下鳥羽村樋橋住（注カ）文書
上帳

横帳 上樋と橋梁資材の規格・数量・金額積
算書

ル-62 文化１３・３ 1816 成相組下鳥羽村樋橋住（注カ）文書
上帳

横帳 上樋・底橋・橋梁等２２件の工事見積
書

リ-89 文化１３・４ 1816 覚（箱底樋入用金高） 成相組下鳥羽村
与頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

紙 新切八弥の樋の制作に掛った費用、
〆１２１文

ニ-26 嘉永３・３・
２４

1850 寄夫金高・屋丁割帳 庄屋所 横帳 寄合普請にかかった金高及び屋丁割
帳

ヘ-23 嘉永４・３ 1851 熊倉村御普請人別帳（人足代） 横帳

ヘ-41 嘉永４・３ 1851 亥銭鍵役面附覚帳 下鳥羽村役場 横帳 新田堰・下平瀬用水堰・中萱村用水
堰等人足と手当

ヘ-22 嘉永４・７ 1851 十日市場村寄御普請
熊倉平瀬御手當御普請
竹・蕨・伝馬人足代諸木代屋丁割帳

下鳥羽村役元 横帳   覚十日市場人足３１７人熊倉村人足
 ３８８人下平瀬村人別８１人

ヘ-27 嘉永４・７ 1851 十日市場村寄御普請
熊倉村下平瀬村御手當御普請
人足代諸木代割帳

下鳥羽村役元 横帳   覚十日市場村人足３１７人熊倉村人
 足３８８人下鳥羽村人足３８１人

ホ-51 文久３・２ 1863 御普請御救御下金高割人別割渡帳
并助郷馬代御下ケ割共

庄屋　細田権右衛門 横帳

ル-5 年代不詳 ― 申寄夫人足扶持籾割 横帳 申年寄夫の個人別籾割付帳外２件（メ
モ），申

リ-62 年代不詳 ― 十日市場普請割 横帳 〆１貫１７２匁６分２厘

71/79 ページ 安曇野市　教育委員会



細田家文書

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請入用4

リ-63 年代不詳 ― （堰普請の人足代金綴） 横帳 新勘左衛門堰・拾ケ堰等に関する工
事人足代

ヘ-75 年代不詳 ― 下平瀬普請割 横帳 〆２４３文の配分

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請出入5

ロ-54 文化４・１１ 1807 一札之事
（中萱村覚之丞堰筋江畑田形仕、干
水之節者口留仕候一札）

長尾組中萱村
惣左衛門
重郎次
嘉右衛門

中萱村庄屋（２人）
次郎左衛門・左治兵
衛外４人
下鳥羽村
庄屋　高山冲治郎　
与頭　権右衛門外２
人

紙 奥書あり。

ロ-34 文化１２・３ 1815 奉願上口上之覚（川除普請、屋丁持
斗ニ而者難儀仕候ニ付、大高持両人
鍵役勤御吟味願）

成相組下鳥羽村　与
頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

高山格治郎
御郡所

紙 一部破損　奥書

ロ-44 天保２・３ 1831 為取替證文之事
（堰巾二尺ニ堀替て、代金子一両二
分慥に受取申処実正也）

成相組上鳥羽村
本人　次郎左衛門
受人外２人

当組下鳥羽村
安右衛門

紙

ロ-48 嘉永５・
１１・１１

1852 奉差上済口證文之事
（飯田堰呑水ニ差支両村堰廻り覚左
右衛門用水勝手掘一件）

成相組下鳥羽村　小
前惣代　藤右衛門　
外１０人
上鳥羽村小前総代　
利右衛門外７人
相手方當村　堰廻り　
覚左衛門

下鳥羽村庄屋　細田
安右衛門
与頭　十四郎
上鳥羽村庄屋　鳥羽
三郎右衛門
与頭　吉左衛門　貝
谷彦之助外１人

紙  奥書あり。控

ロ-42 嘉永５・１１ 1852 奉差上済口證文之事
（飯田堰呑水拂底ニ而、両村堰廻り一
存ニ而用水口掘一件）

成相組下鳥羽村　小
前惣代　藤右衛門　
外１０人
上鳥羽村　小前惣代
　利右衛門外７人
相手方　當村堰廻り　
覚左衛門

下鳥羽村　庄屋　細
田安右衛門　十四郎
上鳥羽　庄屋　鳥羽
三郎右衛門
与組　吉左衛門　貝
谷彦之助外１人

紙  奥書あり。全員、押印あり。
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水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰普請出入5

ロ-49 嘉永５・１１ 1852 奉差上済口證文之事
（飯田堰呑水拂底ニ而、両村堰廻り一
存ニ而用水口掘一件）

成相組下鳥羽村　小
前惣代　藤右衛門　
外１０人
上鳥羽村小前惣代　
利右衛門外７人
下鳥羽村相手方　覚
左衛門

下鳥羽村庄屋　細田
安右衛門
与頭　十四郎
上鳥羽村庄屋　鳥羽
三郎右衛門　外１人
貝谷彦之助外１人

紙  奥書あり。控

ロ-65 嘉永５・１１ 1852 奉差上済口證文之事
（飯田堰呑水拂底ニ而、両村堰廻り一
存ニ而用水口掘一件）

成相組下鳥羽村　小
前惣代　藤右衛門　
外１０人
上鳥羽村小前惣代　
利右衛門外７人
下鳥羽村相手方堰廻
り　覚左衛門

下鳥羽村庄屋　細田
安右衛門
与頭　十四郎
上鳥羽村庄屋　鳥羽
三郎右衛門
与頭　吉左衛門　貝
谷彦之助外１人

紙  奥書あり。全員押印あり。

ル-131 元治２・４ 1865 四ケ村最合飯田堰揚口氷室村出入
願書扣

庄屋　細田権右衛門 横帳

ル-129 慶応２・２・
２３

1866 飯田村外三ケ村
組合用水堰氷室村ト出入ニ付日記帳

庄屋　細田権右衛門 横帳

ル-130 慶応２・２・
２３～７・５

1866 飯田堰氷室村？出入之節飯田ニて中
堀堰江合水御利解扣帳

庄屋　細田権右衛門
外１０人

横帳

ル-134 慶応２・６・
２６

1866 趣意（飯田堰筋造作につき出入） 立入
等々力門十郎
百瀬運次郎

紙

ル-135 年代不詳 ― （袋）飯田堰出入諸書付入 庄屋　細田権右衛門 袋

ル-136 年代不詳 ― （同）覚（村方支払につき） 紙

ル-137 年代不詳 ― （同）覚（村方払につき） 紙

ル-140 弘化２・４ 1845 （同）為取替規定一札之事
（四ケ村最合堰口これ無き候ニ付）

成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
外３村　村方三役９人

紙

ル-138 年代不詳 ― （同）（中堀堰図） 絵図・地図

水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰掛り等6

ヘ-66 明和７・１１ 1770 寅堰代水役小掛り籾割帳 横帳 堰水役代

ル-115 文化２・７ 1805 干水ニ付諸堰日記 下鳥羽村　権右衛門 横半 同年７月旱魃の模様を記した日記
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水利

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

36 堰掛り等6

イ-64 安政３・６・
２７

1856 梓川干水ニ付男女澤堰懸廻人別 下鳥羽村庄屋所 横帳 ６月２２日より７月２７日に至る出人足
の人名・提灯ろうそくの必要数を記
録。夜、実施している。

土建

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

37

ル-28 宝暦１２・６ 1762 梓川濁水ニ付大沢番留人足帳 横帳 警戒監視要員の出面記録

ル-117 文化２・
１０・２０

1805 道普請目論見帳 成相組下鳥羽村
組頭　権右衛門扣

横半 千国道・新田道の普請に関わる人足
割付の見積帳

治安

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

38

イ-54 天保８・９ 1837 成相組下鳥羽村孫左衛門弟傳二郎
盗難書上帳

庄屋　安右衛門
外２人

藤森善太夫 横帳 １２品盗難に遭う。

ト-53 天保８・１１ 1837 成相組下鳥羽村盗難書上帳 成相組下鳥羽村
庄屋　細田安右衛門
外３人

藤森善太夫 縦帳 白米・衣類等６品盗難に遭う。

ロ-43 年代不詳・
１２

― （近頃浪人共水戸殿浪人…攘夷之儀
を口実ニ無心申掛、其余公事出入等
ニ携、金子差出させ候）

紙 御用留書の一枚カ。亥１２月

軍事

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

39

ロ-46 文化１１・９ 1814 奉差上御請書之事　以書付申遣候
（鉄炮猟之儀は、御免札所持無き者
は、殺生相成らず候）

成相組下鳥羽村小前
…（名前省略）

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
与頭　惣兵衛
郡所　高山格治郎

紙 控

ヌ-29 嘉永７・２・
２４

1854 軍役番附人別帳 下鳥羽役元 横帳 賦課役人別帳

チ-76 嘉永７・２・
２４

1854 軍役䦰取人別帳 下鳥羽村 横帳 軍役従事者を選定するためのくじ引
 用番号附与帳この軍役は長州征伐と

思われる。
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宗教

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

40

ロ-214 享保２０・
４・２１

1735 御宮作事之覚
（銀七十五匁金ニ〆一両一分　請取
相済申候）

新田町
大工　左兵衛

成相組下鳥羽村
庄屋　権右衛門
組頭　貞右衛門

紙

ヌ-3 安永３・９ 1774 建立諸木割合注文書 醫王山日光寺現住
弘秀

横半 寺建立の木材の注文覚

チ-67 安永４・１０ 1775 本堂造立勧化牒 下鳥羽村　日光寺 横帳 下鳥羽村・小海渡村

ハ-14 安永６・４・
２１

1777 日光寺重（什カ）物覚帳 綴 重物１０１品の覚書

ル-80 安永７ 1778 安永七戌年烏川山野神舞屋建替
奉加三百匁遣候

横帳 建替普請の出納控カ。

ロ-77 寛政８・６・
８

1796 差上申一札之事
（真々部村真光寺建替許可の件）

成相組真々部村
真光寺
組頭　八郎右衛門
庄屋　新右衛門

村瀬左内
喜多村熊太夫

紙

ロ-231 享和３・３ 1803 （包）三社権現□□□替ニ付諸入用
帳

下鳥羽村
庄屋　冲次郎
与頭　権右衛門

綴  大工棟梁越後国住人常七郎大工作
  料　金３０両御遷宮７月６日之晩也一

部破損

チ-6 享和３・７ 1803 下鳥羽村産神社建替諸入用日記帳 庄屋　髙山冲次郎代
与頭　権右衛門

横帳  末尾に庄屋高山冲次郎与頭細田権
右衛門とあり。

ロ-74 天保４・７ 1833 指上申済口一札之事
（二村で駒＜狛ヵ＞犬の所有について
の争い）

成相組上鳥羽村　庄
屋　三郎兵衛　与頭
下鳥羽村　金弥外１０
人（庄屋与頭含）
長尾組楡立入人　飯
田掃部

小林八郎太夫
草間藤内
新井勇平

紙 下鳥羽村９人の者、上鳥羽村社檀下
入置駒犬持帰る。この駒犬の所有争

 い和融内済證文

ロ-213 天保１３・２ 1842 差上申一札之事
（檀那寺変更届書）

成相組下鳥羽村
市之丞　市三郎　直
吉

當村庄屋　細田安右
衛門
与頭　惣左右衛門

紙 私共横澤村安養院檀那ニ御座候得
共、双方熟談之上、真々部村専念寺
旦那ニ相成申候、

ヘ-18 天保１４ 1843 村方明神差引取調帳 下鳥羽村役場 横帳 天保１４丑（卯カ）年ヨリ酉年２月迄

ホ-27 万延１・１０ 1860 （包）許状之事 小倉村　浄心寺 下鳥羽村
細田権右衛門

紙 幕３張を寄附してくれた事への状（包
紙、許状一札）

ホ-32 明治３・２ 1870 信州安曇郡
成相組下鳥羽村浄土宗宗門改帳

成相組下鳥羽村
名主　権十郎
組頭　藤右衛門

戸部御役所 縦帳 年齢・続柄・氏名・生所・寺の住所・寺
名を書いた宗門改帳
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細田家文書

救恤

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

42

ル-31 宝暦２・１２ 1752 成相組下鳥羽村
惣作畑物作り御田地入下ケ御田地人
別御用捨頭（頂カ）戴帳
極難渋之者御用捨頂戴帳

綴

ト-41 宝暦４・１２ 1754 成相組下鳥羽村御用捨頂載帳 庄屋　藤右衛門
与頭　勝右衛門

藤森善兵衛 縦帳 上・中・下・年若の百姓の躰振りに応じ
 頂戴した籾高の記帳人別・？あり。

ト-44 宝暦４・１２ 1754 成相組下鳥羽村御用捨頂載帳 下鳥羽村
庄屋　藤右衛門
与頭　勝右衛門

藤森善兵衛 横帳 中・下・下々及び水呑みの人別、印形
あり。

ト-42 宝暦６・
１２・５

1756 成相組下鳥羽村御用捨頂戴帳 庄屋　安右衛門
与頭　勝右衛門

横帳

ト-35 宝暦６・１２ 1756 成相組下鳥羽村子之御用捨頂戴帳 横帳

イ-56 宝暦７・１２ 1757 成相組下鳥羽村
御用捨頂戴帳

庄屋　安右衛門
組頭　勝右衛門
藤森善兵衛→
庄屋　与頭中

横帳 人別印形を記したものと、大庄屋から
の連絡書

チ-23 宝暦８・３・
１７

1758 成相組下鳥羽村
飢人ニ付御籾頂戴帳

庄屋　安右衛門
組頭　勝右衛門

藤森善兵衛 横帳   飢人５７人籾５斗６升１日１人１合名
前・印５７人分

イ-79 宝暦８・１２ 1758 下鳥羽村寅六八拝借　扣帳 庄屋　安右衛門
組頭　勝右衛門

横帳 六八籾の借用数を個人別に示し押印
　計２０７俵

イ-72 宝暦９・６ 1759 下鳥羽村
卯六八月御籾代金盛付帳

村役元 横帳 拝借する六八籾を各人に分け、各人
の６月８月の負担額を記している。

ル-121 宝暦１３・
１２

1763 御用捨年賦拝借下割帳控 横帳 村内５０人の個人別拝借高の書出し　
一部破損

イ-57 宝暦１３・
１２

1763 下鳥羽村御用捨
年賦拝借下割帳

横帳 本人の高・御用捨・高割・年賦をそれ
ぞれ記してある。末尾に頂戴帳として
書上げたとある。

ヘ-61 明和６・１２ 1769 成相組下鳥羽村　御用捨下割帳
（當流による御用捨個人別記録）

成相組下鳥羽村 横帳

イ-58 安永７・１２ 1778 成相組下鳥羽村
戌御用捨窺下割帳

与頭　太右衛門
庄屋　安右衛門

横帳 高と人別に用捨希望量を示している。
別綴に割渡シ量を示す。

ル-47 安永７・１２ 1778 成相組下鳥羽村
戌御用捨頂戴帳

組頭　太右衛門
庄屋　安右衛門

横帳 年貢減免高書上帳

ヌ-54 享和４・２ 1804 御用捨并病難御救割帳 成相組下鳥羽村役元 横半 御用捨・病難の石高と人別

ル-17 文化５・２ 1808 下鳥羽村卯御救頂戴帳 役元 横帳 救米６６俵を個人別に割付けた書上
帳
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細田家文書

救恤

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

42

チ-26 文化８・４ 1811 成相組下鳥羽村
年賦御救頂戴書上帳

下鳥羽村
庄屋　権右衛門

横帳 宝暦６年以降天明６年まで１１件に、
文化１０、１２各年１件ずつ計２件の追
記あり。

ロ-31 文化１０・
１１

1813 奉願上口上之覚（極難故御救籾百俵
頂戴）

成相組下鳥羽村
組頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

高山冲次郎 紙 「是ハ小宮弐人ニ而拵へ不上候」

ロ-69 文化１２・
１０

1815 奉願口上之覚
（御籾弐百俵年賦拝借）

成相組下鳥羽村
与頭　惣兵衛
庄屋　権右衛門

藤森善兵衛 紙 下鳥羽村役人から成相組大庄屋へ出
した高免と不作の窮状を訴えた文書

イ-87 天保１０・
４・１２

1839 屋丁御救籾人別割帳 下鳥羽邑　庄屋所 横帳  御救籾を受けた人別一覧４８戸分、最
多５斗、最少１斗１合２勺、年号に「天
穂（ママ）」（天保）と表記有り

ニ-43 嘉永６・８・
１７

1853 丑屋丁御救籾人別帳 下鳥羽村庄屋
細田安右衛門

横帳

ニ-44 安政２・６・
７

1855 （内）屋丁御救籾江御酒代御下ケ被
下　右人別江役人立会割渡ス

下鳥羽村庄屋所 横帳 御救籾を出した百姓へ、下げ渡され
た酒代の個人割

ニ-45 安政２・１１ 1855 （内）屋丁籾割帳 庄屋 横帳 屋丁籾個人割帳

ニ-46 安政２・８・
２５

1855 （内）屋丁救籾寅年分代銭割帳 鳥羽　役元 横帳 屋丁へかかった御救籾の人別帳

ル-126 年代不詳 ― 御用捨被下覚 紙 享保１６～宝暦６の２５年間に、御用捨
を受けた年度と石高調べをしたメモ

身分

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

43

ヘ-73 明和８・１ 1771 卯萬口入方覚帳 横帳 明和８年～寛政２年までの２０年間の
記録

ル-79 文化２・
１１・１０

1805 （尋ね人廻状） 成相組下鳥羽村役元 御村々御役人中 横帳 下鳥羽村熊右衛門の娘が失踪したの
で、心当たりがあったらお知らせ願い
たいと、近隣２５か村へ依頼した。

ル-45 文化２・
１２・１０

1805 （尋ね人廻状） 成相組下鳥羽村役元 御村々御役人中 横帳 熊右衛門の娘が行衛不明になったの
で、心当りがあったら知らせてほしい
と、近隣の村々へ願った。

ル-35 文化１１・６ 1814 （尋ね人廻状） 成相組下鳥羽村役元 御村々御役人中 横帳 下鳥羽村の熊次郎と久の二人が行衛
知れずになったので、その御村へ
参ったならば早速お知らせ願いたい
と、近郷三十数か村への廻状
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身分

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

43

家

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

44

リ-29 文化７・１２ 1810 家作日記覚 横半  表紙下部が破れており、出所等不明
家作に掛った人数等の記録

チ-59 明治１３・２ 1880 分家証書 南安曇郡豊科村
分家兄　細田八代吉
弟　細田新蔵

罫紙 兄権衛世代（所帯カ）から、細田八代
吉・細田新蔵が分家するに当っての
証書の下書

習俗

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

46

ル-54 文化７・５・
２５

1810 太子堂寮物并弁了病死節入用帳 下鳥羽村役元改メ 横帳 太子堂の住持？了の死亡時に於ける
備品・所持品の明細及び金銭の出納
控

学芸

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

47

ロ-15 明治７・２ 1874 消息往来 紙 手習の跡あり。

絵図

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

52

ハ-59 年代不詳 ― （同）（田方（下田）と堰・道筋） 絵図・地図 袋に入る。権七堰・男女堰

ロ-209 明治５・９ 1872 中萱地名寄図面 絵図・地図 田地境絵図其外メモ４枚合計５枚　切
紙

ロ-222 年代不詳 ― 坪数三千百坪境界図
（何のための図か不明）

絵図・地図 道境・新切界等７区画程あり。

チ-79 年代不詳 ― （真々部・下鳥羽村方面の鳥羽堰筋
絵図）

絵図・地図

チ-78 年代不詳 ― 成相組拾八ケ村・保高組弐ケ村
庄内組壱ケ村〆弐拾ケ村
入會田沢山圖

下鳥羽村庄屋
権右衛門扣
飯田村長百姓
新左衛門書之

絵図・地図
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その他

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

53

ハ-60 年代不詳・
９・１９

― （同） 平林数右衛門 三村重左衛門 紙 手紙

ホ-67 年代不詳 ― （金額＜円の表示＞と氏名の記載の
み）

罫紙

ロ-100 年代不詳 ― （無尽金かし・籾代等） 紙  破れてしまった１片紙　切紙墨引して
あるので不用になったもの

ロ-223 年代不詳 ― 反古四枚
（何回も包紙に使用した紙類）

紙 所々文字あり。
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